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　今号の表紙は、学長室に飾られている鹿児島県土を描いた絵画がベースとなっ
ています。
　鹿児島大学は、「南北600km　これが私たちのキャンパスです」をキャッチフレー
ズとして、広大なフィールドを最大限活用した地域貢献出来る大学を目指していま
す。そのスタンスを具現化するため、前田学長の依頼を受け、教育学部桶田教授が
制作しました。縦1,090×横3,790mmのサイズの大きさで、一瞬衛星写真ではな
いかと見紛う緻密なタッチ、そして、絵の具の盛り上がりによる陸地の起伏が再現さ
れるなど、壮大な中にも繊細さが垣間見られます。
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「
オ
ー
ル
鹿
大
」体
制
で
駆
け
た
６
年
間

〜
前
田
芳
實
学
長
体
制
の
鹿
大
を
振
り
返
る
〜潜入ルポ ～学びの部屋～

こころとからだの不思議を探る
脳科学へのいざない
大学院医歯学総合研究科 先進治療科学専攻
桑木 共之 教授／柏谷 英樹 講師／楠本 郁恵 助教／山下 哲 助教

06

鹿大トピックス

かぎん未来創造プランコンテストで
学生・大学院生が大賞等を受賞 ほか

14

進め！ 鹿大生

歯学部生としての経験と意欲から
生まれた課題解決型プランを提案
歯学部歯学科４年生　尾林 莉咲 さん

19

さっつんが行く！
総合研究博物館標本収蔵庫

先輩からのメッセージ

OG: 錦江町 副町長
三反田 みどり さん

08

研究室からSCHOLAR INTERVIEW

ドイツにおけるブッククラブの軌跡と功罪について解明
法文学部人文学科 多元地域文化コース　竹岡 健一 教授

人をまもり、自然をまもり、美しい自然環境を次世代へ
水産学部水産学科 水産生物・海洋学分野　西 隆一郎 教授

10
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今号の表紙 「鹿児島県鳥瞰図」 

鹿児島大学総合研究博物館

標本収蔵庫
　本学における諸分野の研究活動を
通じて集められた学術資料を収集・整
理・保管し、教育・研究に活用すること
を目的として2001年に設置されました。
　全国の国立大学法人の中でも有数
となる約50万点の学術標本が収蔵さ
れ、その内訳は魚類15万点、植物15万
点のほか考古学、地質学に関する標本
まで多岐にわたっています。
　学内はもとより国内外の諸研究機関
への収蔵品貸し出しを積極的に行って
いるのも本博物館の特筆すべき特徴。
全世界の大学博物館の実績をしのぐ
年間5000点もの標本・資料が国内外
の教育・研究活動に貢献し、本学所蔵
の標本を活用して上梓される論文は年
間100本に上ります。
　年々増加する学術標本に対して手狭
な収蔵スペースの拡充が、目下の課題
となっています。



平
成
31
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
前
田

芳
實
学
長
が
退
任
し
ま
す
。
今
号
の
特
集

で
は
、
前
田
学
長
が
中
心
と
な
り
取
り
組

ん
だ
「
第
２
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
」

～
「
第
３
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
」
に

わ
た
る
２
期
６
年
間
の
任
期
中
に
達
成
し

た
目
標
や
成
果
な
ど
、
学
長
の
コ
メ
ン
ト

を
も
と
に
、
鹿
児
島
大
学
の
６
年
間
を
振

り
返
り
ま
す
。

◆
全
学
的
な
組
織
や
教
育
改
革

平
成
27
年
、
学
術
研
究
院
を
設
置
し
、

平
成
29
年
に
は
教
育
を
一
体
的
に
推
進
す

る
総
合
教
育
機
構
、
研
究
を
一
体
的
に
進

め
る
研
究
推
進
機
構
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
し
て
昨
年
、
地
域
と
大
学
を
結
ぶ
南
九

州
・
南
西
諸
島
域
共
創
機
構
を
設
置
し
ま

し
た
。
地
域
課
題
を
受
け
入
れ
る
窓
口
を

一
本
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
、

本
学
と
地
域
が
手
を
携
え
、
地
域
の
課
題

解
決
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
、
よ
り
親
密

に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

特集「
オ
ー
ル
鹿
大
」体
制
で
駆
け
た
6
年
間

～
前
田
芳
實
学
長
体
制
の
鹿
大
を
振
り
返
る
～
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そ
の
ほ
か
、
法
文
学
部
、
教
育
学
部
、

農
学
部
お
よ
び
理
工
学
研
究
科
の
改
組
、

共
同
獣
医
学
研
究
科
の
設
置
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
最
先
端
の
設
備
を
誇
る
総
合

動
物
実
験
施
設
を
設
置
し
、
全
国
の
国
立

大
学
と
し
て
初
め
て
と
な
る
国
際
実
験
動

物
ケ
ア
評
価
認
証
協
会
（
A
A
A
L
A
C
）

の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
将
来
、
共
同

獣
医
学
部
だ
け
で
は
な
く
幅
広
い
生
命
科

学
分
野
の
実
験
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
31
年
度
に
は
、

農
学
研
究
科
と
水
産
学
研
究
科
と
を
統
合

し
た
新
し
い
形
の
教
育
組
織
で
あ
る
農
林

水
産
学
研
究
科
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

全
国
の
国
立
大
学
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
、
地
方
創
生
に
つ
な
が
る
教
育
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
鹿

児
島
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推

進
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
有
す
る

　地
域
人
材
育
成
の
強
化

私
が
学
長
に
就
い
て
か
ら
P
︲
S
E
G

（EducationalProgram
for
Spirit

of
Enterprise

in
GlobalContexts:

進
取
の

精
神
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も

と
に
学
生
の
海
外
研
修
、
海
外
留
学
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
を
海
外
へ
派
遣
す
る
経
費
を
捻
出

す
る
手
立
て
と
し
て
鹿
大
「
進
取
の
精
神
」

支
援
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。
基
金
創
設

に
当
た
っ
て
は
教
職
員
、
同
窓
生
、
地
域

の
企
業
や
産
業
界
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
5
年
間
で
2
億
5
千
万
円
と
い

う
目
標
も
達
成
の
目
途
が
つ
き
ま
し
た
。

留
学
生
、
研
修
生
を
送
り
出
す
ほ
か
、
海

外
か
ら
の
留
学
生
が
本
学
で
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
も
こ
の
経
費
で
賄
っ

て
い
ま
す
。募
金
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
っ

て
、
私
自
身
、
年
間
50
～
60
社
の
企
業
を

直
接
訪
問
し
ま
し
た
。
温
か
く
お
迎
え
い

た
だ
き
、
大
学
と
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
非
常
に
密
接
に
な
っ
た
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
産
業
界
の
方
々
の

熱
心
で
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

◆
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て

平
成
28
年
に
は
、
1
年
か
け
て
南
北

6
0
0
㎞
に
わ
た
る
県
内
全
域
の
市
町
村

の
首
長
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。
目
的
は
、

本
学
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
地
域
に
貢
献
す
る
本
学
の
意
欲
を
お

伝
え
す
る
こ
と
で
す
。
大
学
正
門
の
正
面

に
「
南
北
6
0
0
㎞
こ
れ
が
私
た
ち
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
は
ま
さ
に
県

下
南
北
6
0
0
㎞
を
踏
破
し
た
実
績
か
ら

出
て
き
た
言
葉
な
の
で
す
。

訪
問
先
の
首
長
さ
ん
方
か
ら
は
、
本
学

の
卒
業
生
を
採
用
し
た
い
と
い
う
声
を
多

数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
の
中
の
変
化
に

対
応
し
、
新
し
い
時
代
を
創
る
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

私
の
方
か
ら
は
、
採
用
試
験
を
受
け
る
前

に
市
町
村
の
実
態
を
理
解
さ
せ
て
も
ら
う

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

て
ほ
し
い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
学
生
に

と
っ
て
、
就
職
す
る
前
に
地
域
や
人
の
暮

ら
し
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
す
。
過
疎
・
高
齢
化
が
進
み
、

休
耕
田
が
た
く
さ
ん
あ
る
地
方
の
実
態
を

学
生
に
は
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
現
在
、

い
く
つ
か
の
市
町
村
で
は
、
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
る
計
画
を
進

め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

地
方
に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て
の
も
う

一
つ
の
大
き
な
取
り
組
み
は
、
奄
美
群
島

拠
点
の
整
備
で
す
。
法
文
学
部
で
は
平
成

16
年
か
ら
奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
2
弾
と
し
て
平
成

27
年
、
国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
奄

美
分
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
、講
演
会
を
行
っ

て
お
り
、
奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト
と
と
も
に

奄
美
市
や
市
民
と
の
つ
な
が
り
が
濃
厚
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
は
紬
会
館

の
フ
ロ
ア
に
移
転
す
る
予
定
で
、
よ
り
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
で
き
ま
す
。「
鹿
児
島

大
学
の
奄
美
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う
気
持

ち
で
地
域
の
方
々
に
自
由
に
訪
れ
て
も
ら

特集 「オール鹿大」体制で駆けた６年間
～前田芳實学長体制の鹿大を振り返る～

◆教育（全学的教育改革）
○総合教育機構の設置（H29)
○学部・研究科の改組

◦農学部改組（H28）
◦理工学研究科（博士後期課程）改組（H29）
◦法文学部改組（H29）
◦教育学部改組（H29）
◦教職大学院設置（H29）
◦共同獣医学研究科設置（H30）
◦農林水産学研究科設置（H31）

○教育体制等
◦地域人材育成プラットホームの開設（H29）
◦自己推薦型入試の導入決定（H29）
◦ベストティーチャー賞の授与（H30）

◆教育（グローバル教育）
◦鹿児島大学学生海外学会発表支援事業の創設（H26）
◦進取の精神グローバル人材育成プログラム（P-SEG）

の実施（H26）
◦トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム応募指

導の支援（H26）
◦新しい英語 e ラーニング教材の導入（H27）
◦国際バカロレア入試の導入（H29）
◦国立大学初の取り組みとなる外部英語試験の全学

的導入（H29) 
◦グローバルセンターの設置（H28）
◦鹿大「進取の精神」支援基金
　学生海外派遣及び留学生受入事業（H28）
◦国際化の基本方針の策定（H29）
◦鹿児島大学21世紀版薩摩藩英国留学生派遣事業
「UCL 稲盛留学生」の創設（H30）

◆地域連携（社会人教育と地域連携）
○地域ニーズに応じた人材育成

◦鹿児島大学生涯学習憲章の策定（H25）
◦地（知）の拠点整備事業（COC）の採択（H26）

◦地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
　（COC+) の採択（H27）
◦全学必修科目「大学と地域」の開講（H28）

○かごしまルネッサンスアカデミー
　履修証明プログラム
○南九州・南西諸島域共創機構の設置（H30)
○地域連携

◦奄美群島拠点の整備（H27）
◦学長自らが県内の全市町村長と会談（H28.1～11）
◦鹿児島商工会議所との包括連携協定を締結
　（H28）

○稲盛和夫鹿児島大学名誉博士（京セラ名誉会長）
◦稲盛和夫名誉博士立像建立（H29.3）
◦稲盛和夫名誉博士より、京セラ株100万株の寄贈
（H29.11）　

◦稲盛記念館の寄贈（H30）
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そ
の
ほ
か
、
法
文
学
部
、
教
育
学
部
、

農
学
部
お
よ
び
理
工
学
研
究
科
の
改
組
、

共
同
獣
医
学
研
究
科
の
設
置
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
最
先
端
の
設
備
を
誇
る
総
合

動
物
実
験
施
設
を
設
置
し
、
全
国
の
国
立

大
学
と
し
て
初
め
て
と
な
る
国
際
実
験
動

物
ケ
ア
評
価
認
証
協
会
（
A
A
A
L
A
C
）

の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
将
来
、
共
同

獣
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学
部
だ
け
で
は
な
く
幅
広
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命
科
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分
野
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実
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と
し
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活
用
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れ
る

こ
と
に
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ま
す
。
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年
度
に
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、
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と
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究
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と
を
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新
し
い
形
の
教
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組
織
で
あ
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農
林

水
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学
研
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設
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さ
れ
ま
す
。

全
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の
国
立
大
学
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イ
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ベ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
、
地
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創
生
に
つ
な
が
る
教
育
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
鹿

児
島
大
学
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推

進
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
グ
ロ
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バ
ル
な
視
点
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有
す
る

　地
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材
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化
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が
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に
就
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て
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P
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S
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G

（EducationalProgram
for
Spirit

of
Enterprise

in
GlobalContexts:

進
取
の

精
神
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
も

と
に
学
生
の
海
外
研
修
、
海
外
留
学
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
を
海
外
へ
派
遣
す
る
経
費
を
捻
出

す
る
手
立
て
と
し
て
鹿
大
「
進
取
の
精
神
」

支
援
基
金
を
創
設
し
ま
し
た
。
基
金
創
設

に
当
た
っ
て
は
教
職
員
、
同
窓
生
、
地
域

の
企
業
や
産
業
界
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
5
年
間
で
2
億
5
千
万
円
と
い

う
目
標
も
達
成
の
目
途
が
つ
き
ま
し
た
。

留
学
生
、
研
修
生
を
送
り
出
す
ほ
か
、
海

外
か
ら
の
留
学
生
が
本
学
で
学
ぶ
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
も
こ
の
経
費
で
賄
っ

て
い
ま
す
。募
金
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
っ

て
、
私
自
身
、
年
間
50
～
60
社
の
企
業
を

直
接
訪
問
し
ま
し
た
。
温
か
く
お
迎
え
い

た
だ
き
、
大
学
と
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
非
常
に
密
接
に
な
っ
た
と
い
う
印
象

が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
産
業
界
の
方
々
の

熱
心
で
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

◆
地
域
に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て

平
成
28
年
に
は
、
1
年
か
け
て
南
北

6
0
0
㎞
に
わ
た
る
県
内
全
域
の
市
町
村

の
首
長
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
。
目
的
は
、

本
学
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
地
域
に
貢
献
す
る
本
学
の
意
欲
を
お

伝
え
す
る
こ
と
で
す
。
大
学
正
門
の
正
面

に
「
南
北
6
0
0
㎞
こ
れ
が
私
た
ち
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
あ
れ
は
ま
さ
に
県

下
南
北
6
0
0
㎞
を
踏
破
し
た
実
績
か
ら

出
て
き
た
言
葉
な
の
で
す
。

訪
問
先
の
首
長
さ
ん
方
か
ら
は
、
本
学

の
卒
業
生
を
採
用
し
た
い
と
い
う
声
を
多

数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
の
中
の
変
化
に

対
応
し
、
新
し
い
時
代
を
創
る
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

私
の
方
か
ら
は
、
採
用
試
験
を
受
け
る
前

に
市
町
村
の
実
態
を
理
解
さ
せ
て
も
ら
う

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ

て
ほ
し
い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
学
生
に

と
っ
て
、
就
職
す
る
前
に
地
域
や
人
の
暮

ら
し
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

な
こ
と
で
す
。
過
疎
・
高
齢
化
が
進
み
、

休
耕
田
が
た
く
さ
ん
あ
る
地
方
の
実
態
を

学
生
に
は
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
現
在
、

い
く
つ
か
の
市
町
村
で
は
、
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
る
計
画
を
進

め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

地
方
に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て
の
も
う

一
つ
の
大
き
な
取
り
組
み
は
、
奄
美
群
島

拠
点
の
整
備
で
す
。
法
文
学
部
で
は
平
成

16
年
か
ら
奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
2
弾
と
し
て
平
成

27
年
、
国
際
島
嶼
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
奄

美
分
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
、講
演
会
を
行
っ

て
お
り
、
奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト
と
と
も
に

奄
美
市
や
市
民
と
の
つ
な
が
り
が
濃
厚
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
度
は
紬
会
館

の
フ
ロ
ア
に
移
転
す
る
予
定
で
、
よ
り
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
で
き
ま
す
。「
鹿
児
島

大
学
の
奄
美
キ
ャ
ン
パ
ス
」
と
い
う
気
持

ち
で
地
域
の
方
々
に
自
由
に
訪
れ
て
も
ら

特集 「オール鹿大」体制で駆けた６年間
～前田芳實学長体制の鹿大を振り返る～

◆教育（全学的教育改革）
○総合教育機構の設置（H29)
○学部・研究科の改組

◦農学部改組（H28）
◦理工学研究科（博士後期課程）改組（H29）
◦法文学部改組（H29）
◦教育学部改組（H29）
◦教職大学院設置（H29）
◦共同獣医学研究科設置（H30）
◦農林水産学研究科設置（H31）

○教育体制等
◦地域人材育成プラットホームの開設（H29）
◦自己推薦型入試の導入決定（H29）
◦ベストティーチャー賞の授与（H30）

◆教育（グローバル教育）
◦鹿児島大学学生海外学会発表支援事業の創設（H26）
◦進取の精神グローバル人材育成プログラム（P-SEG）

の実施（H26）
◦トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム応募指

導の支援（H26）
◦新しい英語 e ラーニング教材の導入（H27）
◦国際バカロレア入試の導入（H29）
◦国立大学初の取り組みとなる外部英語試験の全学

的導入（H29) 
◦グローバルセンターの設置（H28）
◦鹿大「進取の精神」支援基金
　学生海外派遣及び留学生受入事業（H28）
◦国際化の基本方針の策定（H29）
◦鹿児島大学21世紀版薩摩藩英国留学生派遣事業
「UCL 稲盛留学生」の創設（H30）

◆地域連携（社会人教育と地域連携）
○地域ニーズに応じた人材育成

◦鹿児島大学生涯学習憲章の策定（H25）
◦地（知）の拠点整備事業（COC）の採択（H26）

◦地（知）の拠点大学による地方創生推進事業
　（COC+) の採択（H27）
◦全学必修科目「大学と地域」の開講（H28）

○かごしまルネッサンスアカデミー
　履修証明プログラム
○南九州・南西諸島域共創機構の設置（H30)
○地域連携

◦奄美群島拠点の整備（H27）
◦学長自らが県内の全市町村長と会談（H28.1～11）
◦鹿児島商工会議所との包括連携協定を締結
　（H28）

○稲盛和夫鹿児島大学名誉博士（京セラ名誉会長）
◦稲盛和夫名誉博士立像建立（H29.3）
◦稲盛和夫名誉博士より、京セラ株100万株の寄贈
（H29.11）　

◦稲盛記念館の寄贈（H30）
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い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
地
域
人
材
の
育
成

平
成
26
年
に
は
地
（
知
）
の
拠
点
整
備

事
業
（
C
O
C
）、
平
成
27
年
に
は
地
方

創
生
の
核
と
な
る
人
材
が
鹿
児
島
で
就
職

し
、
定
着
す
る
事
業
を
推
進
す
る
地
（
知
）

の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

（
C
O
C
+プ

ラ
ス）
が
文
部
科
学
省
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

本
学
は
9
つ
の
学
部
を
も
つ
総
合
大
学

と
し
て
、
地
域
人
材
の
育
成
に
あ
た
り
新

し
い
学
部
を
設
け
る
の
で
は
な
く
「
オ
ー

ル
鹿
大
」
で
人
材
育
成
を
進
め
る
方
針
を

立
て
ま
し
た
。
全
学
横
断
で
人
材
を
育
て

る
し
く
み
が
「
地
域
人
材
育
成
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
で
す
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

で
は
、
全
学
必
修
科
目
と
し
て
「
大
学
と

地
域
」
を
開
講
し
、
地
域
課
題
解
決
型
の

教
育
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

私
自
身
の
体
験
を
振
り
返
っ
て
も
、
現

場
で
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験

し
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
し
っ
か
り
作

る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
。

◆
稲
盛
和
夫
名
誉
博
士
の

　多
大
な
貢
献

学
生
が
自
由
に
自
学
自
習
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
新
設
し
た
の
が
、
学
習
交

流
プ
ラ
ザ
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ

ラ
ザ
で
す
。

こ
の
学
生
の
集
う
学
習
交
流
プ
ラ
ザ
の

中
庭
に
、
平
成
29
年
3
月
、
稲
盛
和
夫
名

誉
博
士
の
立
像
を
建
立
し
ま
し
た
。
稲
盛

名
誉
博
士
は
、
本
学
の
経
営
協
議
会
委
員

や
学
長
諮
問
会
議
委
員
と
し
て
運
営
に
ご

尽
力
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
平
成
6
年
に

は
稲
盛
会
館
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
ま
た
、

卒
業
生
へ
稲
盛
賞
を
毎
年
授
与
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

稲
盛
名
誉
博
士
は
京
都
賞
の
創
設
者
で

も
あ
り
、
国
際
的
に
知
名
度
の
高
い
「
稲

盛
哲
学
」
の
体
現
者
で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
。

本
学
の
大
学
憲
章
に
あ
る
「
進
取
の
精
神

を
培
う
」
を
体
現
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
学
か

ら
こ
ん
な
偉
大
な
方
が
出
て
お
ら
れ
る
こ

と
は
誇
る
べ
き
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
、
ご
本
人
の
ご
承
諾
を
い
た
だ
き
、
立

像
建
立
を
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
・

教
職
員
や
地
域
の
方
々
の
交
流
の
場
と
し

て
、
今
年
10
月
の
竣
工
を
目
指
し
、
稲
盛

記
念
館
の
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
大
学
を
支
え
、
貢
献
く

だ
さ
る
稲
盛
名
誉
博
士
に
対
し
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

◆
学
長
職
に
際
し
て

学
長
職
は
、
非
常
に
重
責
で
す
。
重
責
だ

か
ら
こ
そ
、
健
康
維
持
に
努
め
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
睡
眠
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

悩
み
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
眠
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
熟
睡
で
き
る

環
境
は
整
え
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
体
を
動
か
す
こ
と
。
運
動
は
、
わ

ず
か
で
も
良
い
の
で
、
時
間
を
見
つ
け
て
、

ジ
ム
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
土
曜
日
の
午
前

中
は
、
地
域
の
住
民
の
方
々
と
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
サ
ー
ク
ル
で
交
流
し
、
心
身
と
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

大
学
改
革
に
つ
い
て
思
っ
た
よ
う
に
進

め
ら
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
ま
で
多
く
の
こ
と
を
推
進
で
き
た
の

は
、
理
事
の
方
々
、
副
学
長
、
学
長
補
佐
、

そ
し
て
そ
の
方
々
を
支
え
る
教
職
員
の

方
々
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
ア
イ
デ
ィ
ア
と

サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
と
、
心
よ
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

◆研究（国際水準の研究、大学の特色を活かした研究）
○研究推進機構の設置（H29)
◦医用ミニブタ・先端医療開発研究センター…前臨床研究を主眼とした重点的研
究課題の推進
◦国際島嶼教育研究センター…アジア・太平洋に広がる島嶼域を対象にした教育・
研究の推進
◦難治ウイルス病態制御研究センター…HTLV-1、HIV-1、肝炎ウイルス等の難治
性ウイルスの診断・予防・治療に関する研究の推進
◦研究支援センター…高度先端研究機器・設備、遺伝子実験、動物実験、RIを活
用した教育研究の支援

○組織改革
◦URAセンターの設置（H26）
◦医歯学総合研究科附属南九州先端医療開発センターの設置（H30)
◦理工学研究科附属天の川銀河研究センターの設置（H30）
○重点領域研究課題 (H25)
　島嶼、環境、食と健康、水、エネルギー
○全国初の2大学による共同研究センター設置
　熊本大学とのヒトレトロウイルス学共同研究センター設置（H31）
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鹿
児
島
大
学
の
未
来
に
向
け
て

中
学
・
高
校
を
除
き
、
小
学
校
か
ら
鹿
児
島
大
学
に
関
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
。
当
時
の
附
属
小
学
校
が
、
ま
だ
、
西
駅
（
現
鹿
児
島
中
央
駅
）
の
西

側
に
あ
っ
た
頃
で
す
。
小
学
校
の
頃
は
、
よ
く
鹿
児
島
大
学
農
学
部
の
農

場
に
遊
び
に
来
て
い
て
、
ガ
ラ
ス
製
の
温
室
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
中
に
あ

る
小
さ
な
ポ
ッ
ト
を
載
せ
る
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
、
大
学
の
関
係
者
に
、
怒
ら
れ
た
り
、
追
っ
か
け
ら
れ
た
り
し
ま

し
た
が
、
良
い
子
ど
も
時
代
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
が
、
大
学
進
学
を
考
え
て
い
た
当
時
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に

向
け
て
非
常
に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
初
め
は
、
土
木
・
建

築
の
技
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
農

学
の
道
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
子
ど
も
の
頃
農
学
部
農
場
で
遊
び

ま
わ
っ
た
経
験
が
影
響
し
て
い
る
部
分
も
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
鹿
児
島
大
学
に
は
、
稲
盛
和
夫
さ
ん
と
い

う
偉
大
な
先
輩
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
今
な
お
、
本
学
に
対
し
様
々
な
ご

協
力
と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
小
学
校
〜
学
長
と
長
期
間
、
思
い
入
れ
の
強
い
鹿
児
島
大
学

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、
非
常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
教
職
員
、
学
生
の

皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
厳
し
い
変
革
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
本
学
で
の
経
験

を
誇
り
と
し
て
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
こ
と
が
愛
校
心
へ
と
繋
が
っ

て
い
き
、
第
２
、
第
３
の
稲
盛
さ
ん
へ
と
続
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

前
田
芳
實

︵
前
田
学
長
推
薦
の
漢
詩
︶

桂
林
荘
雑
詠
示
諸
生
　
　広瀬
淡
窓

休
道
他
郷
多
苦
辛
（
い
う
こ
と
を
や
め
よ
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友
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流
我
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薪
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ろ
わ
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故
郷
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ら
離
れ
た
地
で
の
勉
学
が
辛
い
な
ど
と
言
う
の
は
や
め
な
さ
い
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一
枚
の
綿
入

れ
を
貸
し
合
う
友
人
が
い
て
、
自
然
と
お
互
い
に
親
し
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な
る
の
だ
か
ら
。
明
け
方
に
粗

末
な
扉
を
開
け
て
表
に
出
る
と
、
霜
が
一
面
に
降
り
て
ま
る
で
雪
の
よ
う
だ
。（
朝
食
の

支
度
の
た
め
）
君
は
川
で
水
を
汲
ん
で
き
な
さ
い
。
私
は
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を
拾
っ
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と
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︲
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追
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催
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縁
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下 

　哲 

助
教

研
究
に
よっ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
効
果
の

持
続
時
間
、
副
作
用
や
有
害
性
の
有
無
な

ど
、
臨
床
現
場
で
の
実
用
化
へ
向
け
て一歩

踏
み
込
ん
だ
研
究
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い

る
。
瀧
ヶ
平
さ
ん
の
実
験
も
そ
の一角
を
な

す
も
の
。「
鎮
痛
薬
は
ド
ク
タ
ー
の
処
方
が

必
要
で
す
が
、
匂
い
を
嗅
ぐ
だ
け
で
鎮
痛
効

果
が
現
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
が
痛

み
を
訴
え
る
度
に
看
護
行
為
と
し
て
介
入
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
実
験
の

動
機
で
す
。
本
当
に
匂
い
を
嗅
ぐ
だ
け
で
鎮

痛
効
果
が
現
れ
る
の
か
最
初
は
半
信
半
疑

で
し
た
が
、
実
験
マ
ウ
ス
で
の
鎮
痛
効
果
を

自
分
の
目
で
観
察
し
た
時
は
驚
き
で
し
た
」

そ
の
ほ
か
の
学
生
も
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
手
法
を
自
ら
探
り
、
実
験
を
行
っ
た
。

　学
生
の
発
表
の
合
間
に

は
、
先
生
た
ち
か
ら
の
率

直
な
講
評
が
入
る
。「
ネ
ズ

ミ
を
環
境
に
慣
れ
さ
せ
る

時
間
を
と
る
こ
と
も
必
要

だ
よ
ね
」「
前
の
動
物
の
匂

い
を
完
全
に
消
し
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」「
大
き

く
外
れ
た一匹
の
デ
ー
タ
が
平
均
値
を
引
っ

張
っ
ち
ゃっ
て
る
ね
。
そ
の
個
体
は
何
か
特
別

な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
な
？
」。
実
験
の
進
め

方
や
手
技
、
グ
ラ
フ
の
表
現
、
仮
説
の
立
て

直
し
な
ど
、
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
科
学

す
る
心
を
伝
え
る
先
生
た
ち
の
、
温
か
く
真

摯
な
姿
が
印
象
的
だ
。
失
敗
は
間
違
い
で
は

な
く
、
次への一段
階
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
言
外
に
伝
わっ
て
く
る
。

　行
動
観
察
に
関
心
を
抱
き
受
講
し
た
水

産
学
部
水
産
学
科
1
年
生
の
景
山
理
菜
さ

ん
は「
実
験
が
う
ま
く
い
か
ず
、
途
中
で
テ
ー

マ
を
変
更
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自

主
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
面
白
かっ
た

で
す
」
と
話
す
。
研
究
室
で
は
、
同
様
の
授

業
「
医
学
・
行
動
心
理
学
入
門
」
を
夏
期

に
も
集
中
実
施
。「
脳
科
学
に
興
味
が
あ
れ

ば
、
こ
の
授
業
を
機
に
学
び
を
深
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
教
員
は
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
」。
学
部
・
学
年
を
問
わ
ず
知
的

探
究
心
旺
盛
な
学
生
を
歓
迎
し
て
い
る
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
も
注
目
の

脳
科
学
研
究
室

　「心
臓
に
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
心
は
、

じ
つ
は
脳
の
作
用
。脳
が
な
か
っ
た
ら
心
が

生
ま
れ
な
い
。動
物
に
も
心
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
の
で
、動
物
を
モ
デ
ル
に
し
て

調
べ
る
こ
と
で
、心
の
実
態
を
脳
の
働
き
と

し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
学
問
」。脳

科
学
分
野
の
研
究
が
解
き
あ
か
そ
う
と
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、統
合
分
子
生
理
学

研
究
室
の
桑
木
共
之
先
生
は
こ
う
語
る
。

　統
合
分
子
生
理
学
研
究
室
に
は
桑
木
先

生
、
柏
谷
先
生
を
は
じ
め
4
名
の
教
員
が

在
籍
。
遺
伝
子
操
作
マ
ウ
ス
や
脳
の
光
操

作
、
行
動
生
理
学
、
生
化
学
な
ど
幅
広
い

技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
脳
と
身
体
の
関
係

を
探
究
し
、
学
内
他
分
野
や
他
大
学
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
数
々
の
業
績
を
あ
げ
て
い

る
。
2
0
1
8
年
に
は
本
学
の
侵
襲
制
御

学
研
究
室
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
ラ
ベン

ダ
ー
な
ど
に
含
ま
れ
る
香
気
成
分
（
リ
ナ

ロ
ー
ル
）
が
不
安
を
軽
減
す
る
作
用
を
持
つ

こ
と
と
、
そ
の
基
盤
と
な
る
脳
神
経
回
路

を
発
見
。
研
究
成
果
は
オ
ン
ラ
イ
ン
科
学
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
「The N

ew
 York 

Tim
es

」
な
ど
各
国
メ
ディ
ア
に
取
り
上
げ

「
医
学
・
脳
科
学
入
門
」（共
通
教
育
科
目
）

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

先
進
治
療
科
学
専
攻

生
体
機
能
制
御
学 

統
合
分
子
生
理
学

大学院医歯学総合研究科 先進治療科学専攻

生体機能制御学　統合分子生理学

［学位］博士（医学）東京大学

［所属学会］日本生理学会、米国生理学会、日本神経

科学学会、米国神経科学学会、国際自律神経学会

［専門分野］自律神経生理学

［研究テーマ］○循環・呼吸・体温・代謝調節の神経

機構とその分子メカニズム ○無意識の自律機能調

節と意識的行動とのインターフェイス

桑木 共之 (くわき・ともゆき) 教授 
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ら
れ
、
世
界
的
注
目
を
浴
び
た
。

　こ
の
研
究
室
に
身
を
置
い
て
、
学
生
が
自

ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
実
験
を
行
い
、
学
び
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
医
学
・
脳
科

学
入
門
」。
実
験
テ
ー
マ
は
、
教
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
の
も
と
、
各
自
の
興
味
に
沿
っ
て
設
定

す
る
。
実
験
動
物
の
取
り
扱
い
や
機
器
の
利

用
法
、
統
計
、
脳
機
能
評
価
法
な
ど
実
験

の
基
礎
的
知
識
、
技
術
の
習
得
も
カ
リ
キュ

ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
高
校
の
生
物

習
得
程
度
の
基
礎
知
識
が
あ
れ
ば
文
系
理

系
を
問
わ
ず
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　2
0
1
8
年
度
後
期
講
座
の
最
終
日
に

行
わ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
発
表
は
、
各
自
取
り
組
ん

だ
実
験
に
つ
い
て
、
そ
の
動
機
と
方
法
、
結

果
、
考
察
な
ど
を
述
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
教

員
ら
が
意
見
を
交
わ
し
、
学
び
を
深
め
て
い

く
と
い
う
ス
タイ
ル
だ
。

　医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻
3
年

瀧
ヶ
平
拓
哉
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
リ
ナ

ロ
ー
ル
香
気
の
馴
れ
に
よ
る
鎮
痛
効
果
の
変

化
」。
リ
ナ
ロ
ー
ル
の
鎮
痛
効
果
の
メ
カ
ニ
ズム

に
つ
い
て
は
2
0
1
6
年
、
柏
谷
先
生
ら
の

こころとからだの不思議を探る
脳科学へのいざない

潜入ルポ

～学びの部屋～

一
歩
先
を
歩
く
科
学
者
に
よ
る
、

学
び
の
伴
走

自
主
的
探
究
心
を
育
む

お
お
ら
か
な
気
風



桑
木 

共
之 

教
授

桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
桑
木
共
之
共
之
共
之
共
之
共
之
共
之
共
之
共
之
共
之
共
之

柏
谷 

英
樹 

講
師

楠
本 

郁
恵 

助
教

楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
楠
本
郁
恵
郁
恵
郁
恵
郁
恵
郁
恵
郁
恵
郁
恵
郁
恵
郁
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郁
恵
郁
恵

山
下 

　哲 

助
教

研
究
に
よっ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
効
果
の

持
続
時
間
、
副
作
用
や
有
害
性
の
有
無
な

ど
、
臨
床
現
場
で
の
実
用
化
へ
向
け
て一歩

踏
み
込
ん
だ
研
究
は
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い

る
。
瀧
ヶ
平
さ
ん
の
実
験
も
そ
の一角
を
な

す
も
の
。「
鎮
痛
薬
は
ド
ク
タ
ー
の
処
方
が

必
要
で
す
が
、
匂
い
を
嗅
ぐ
だ
け
で
鎮
痛
効

果
が
現
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
患
者
さ
ん
が
痛

み
を
訴
え
る
度
に
看
護
行
為
と
し
て
介
入
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
実
験
の

動
機
で
す
。
本
当
に
匂
い
を
嗅
ぐ
だ
け
で
鎮

痛
効
果
が
現
れ
る
の
か
最
初
は
半
信
半
疑

で
し
た
が
、
実
験
マ
ウ
ス
で
の
鎮
痛
効
果
を

自
分
の
目
で
観
察
し
た
時
は
驚
き
で
し
た
」

そ
の
ほ
か
の
学
生
も
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
手
法
を
自
ら
探
り
、
実
験
を
行
っ
た
。

　学
生
の
発
表
の
合
間
に

は
、
先
生
た
ち
か
ら
の
率

直
な
講
評
が
入
る
。「
ネ
ズ

ミ
を
環
境
に
慣
れ
さ
せ
る

時
間
を
と
る
こ
と
も
必
要

だ
よ
ね
」「
前
の
動
物
の
匂

い
を
完
全
に
消
し
た
方
が
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」「
大
き

く
外
れ
た一匹
の
デ
ー
タ
が
平
均
値
を
引
っ

張
っ
ち
ゃっ
て
る
ね
。
そ
の
個
体
は
何
か
特
別

な
違
い
が
あ
っ
た
の
か
な
？
」。
実
験
の
進
め

方
や
手
技
、
グ
ラ
フ
の
表
現
、
仮
説
の
立
て

直
し
な
ど
、
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
科
学

す
る
心
を
伝
え
る
先
生
た
ち
の
、
温
か
く
真

摯
な
姿
が
印
象
的
だ
。
失
敗
は
間
違
い
で
は

な
く
、
次への一段
階
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
言
外
に
伝
わっ
て
く
る
。

　行
動
観
察
に
関
心
を
抱
き
受
講
し
た
水

産
学
部
水
産
学
科
1
年
生
の
景
山
理
菜
さ

ん
は「
実
験
が
う
ま
く
い
か
ず
、
途
中
で
テ
ー

マ
を
変
更
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自

主
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
面
白
かっ
た

で
す
」
と
話
す
。
研
究
室
で
は
、
同
様
の
授

業
「
医
学
・
行
動
心
理
学
入
門
」
を
夏
期

に
も
集
中
実
施
。「
脳
科
学
に
興
味
が
あ
れ

ば
、
こ
の
授
業
を
機
に
学
び
を
深
め
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
教
員
は
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
」。
学
部
・
学
年
を
問
わ
ず
知
的

探
究
心
旺
盛
な
学
生
を
歓
迎
し
て
い
る
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
も
注
目
の

脳
科
学
研
究
室

　「心
臓
に
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
心
は
、

じ
つ
は
脳
の
作
用
。脳
が
な
か
っ
た
ら
心
が

生
ま
れ
な
い
。動
物
に
も
心
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
の
で
、動
物
を
モ
デ
ル
に
し
て

調
べ
る
こ
と
で
、心
の
実
態
を
脳
の
働
き
と

し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
学
問
」。脳

科
学
分
野
の
研
究
が
解
き
あ
か
そ
う
と
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、統
合
分
子
生
理
学

研
究
室
の
桑
木
共
之
先
生
は
こ
う
語
る
。

　統
合
分
子
生
理
学
研
究
室
に
は
桑
木
先

生
、
柏
谷
先
生
を
は
じ
め
4
名
の
教
員
が

在
籍
。
遺
伝
子
操
作
マ
ウ
ス
や
脳
の
光
操

作
、
行
動
生
理
学
、
生
化
学
な
ど
幅
広
い

技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
脳
と
身
体
の
関
係

を
探
究
し
、
学
内
他
分
野
や
他
大
学
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
数
々
の
業
績
を
あ
げ
て
い

る
。
2
0
1
8
年
に
は
本
学
の
侵
襲
制
御

学
研
究
室
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
ラ
ベン

ダ
ー
な
ど
に
含
ま
れ
る
香
気
成
分
（
リ
ナ

ロ
ー
ル
）
が
不
安
を
軽
減
す
る
作
用
を
持
つ

こ
と
と
、
そ
の
基
盤
と
な
る
脳
神
経
回
路

を
発
見
。
研
究
成
果
は
オ
ン
ラ
イ
ン
科
学
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
「The N

ew
 York 

Tim
es

」
な
ど
各
国
メ
ディ
ア
に
取
り
上
げ

「
医
学
・
脳
科
学
入
門
」（共
通
教
育
科
目
）

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科 

先
進
治
療
科
学
専
攻

生
体
機
能
制
御
学 

統
合
分
子
生
理
学

大学院医歯学総合研究科 先進治療科学専攻

生体機能制御学　統合分子生理学

［学位］博士（医学）東京大学

［所属学会］日本生理学会、米国生理学会、日本神経

科学学会、米国神経科学学会、国際自律神経学会

［専門分野］自律神経生理学

［研究テーマ］○循環・呼吸・体温・代謝調節の神経

機構とその分子メカニズム ○無意識の自律機能調

節と意識的行動とのインターフェイス

桑木 共之 (くわき・ともゆき) 教授 
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ら
れ
、
世
界
的
注
目
を
浴
び
た
。

　こ
の
研
究
室
に
身
を
置
い
て
、
学
生
が
自

ら
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
実
験
を
行
い
、
学
び
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
「
医
学
・
脳
科

学
入
門
」。
実
験
テ
ー
マ
は
、
教
員
の
ア
ド
バ

イ
ス
の
も
と
、
各
自
の
興
味
に
沿
っ
て
設
定

す
る
。
実
験
動
物
の
取
り
扱
い
や
機
器
の
利

用
法
、
統
計
、
脳
機
能
評
価
法
な
ど
実
験

の
基
礎
的
知
識
、
技
術
の
習
得
も
カ
リ
キュ

ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
高
校
の
生
物

習
得
程
度
の
基
礎
知
識
が
あ
れ
ば
文
系
理

系
を
問
わ
ず
に
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　2
0
1
8
年
度
後
期
講
座
の
最
終
日
に

行
わ
れ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
発
表
は
、
各
自
取
り
組
ん

だ
実
験
に
つ
い
て
、
そ
の
動
機
と
方
法
、
結

果
、
考
察
な
ど
を
述
べ
、
そ
れ
に
つ
い
て
教

員
ら
が
意
見
を
交
わ
し
、
学
び
を
深
め
て
い

く
と
い
う
ス
タイ
ル
だ
。

　医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻
3
年

瀧
ヶ
平
拓
哉
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
リ
ナ

ロ
ー
ル
香
気
の
馴
れ
に
よ
る
鎮
痛
効
果
の
変

化
」。
リ
ナ
ロ
ー
ル
の
鎮
痛
効
果
の
メ
カ
ニ
ズム

に
つ
い
て
は
2
0
1
6
年
、
柏
谷
先
生
ら
の

こころとからだの不思議を探る
脳科学へのいざない

潜入ルポ

～学びの部屋～

一
歩
先
を
歩
く
科
学
者
に
よ
る
、

学
び
の
伴
走

自
主
的
探
究
心
を
育
む

お
お
ら
か
な
気
風



OB OG Interview  

  

錦江町副町長

三反田 みどり（さんたんだ みどり）　

OG
隅
半
島
南
部
に
位
置
す

る
農
水
産
業
の
ま
ち
、

錦
江
町
で
副
町
長
を
務
め
る
三
反

田
み
ど
り
さ
ん
は
、
本
学
法
文

学
部
の
卒
業
生
で
す
。
女
性
が
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
緑
茶

を
は
じ
め
と
す
る
農
水
産
物
の
活

用
な
ど
の
マニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
る

木
場
一
昭
町
長
の
要
請
に
応
え
、

2
0
1
8
年
4
月
県
庁
か
ら
出

向
し
ま
し
た
。

　「産
業
振
興
や
企
業
誘
致
への
関

わ
り
に
お
い
て
は
女
性
と
し
て
の

特
質
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
頃
発
言
の
場
が
少

な
い
地
域
の
女
性
の
声
を
引
き
出

す
に
は
、
女
性
同
士
で
あ
れ
ば
垣

根
が
低
く
な
る
と
い
う
面
は
あ
る

と
思
い
ま
す
」。
三
反
田
さ
ん
は
、

就
任
し
て
す
ぐ
に
町
内
全
地
域
で

「
副
町
長
と
語
る
会
」
を
開
催
。

そ
の
活
動
を
通
じ
て
出
会
っ
た
女

性
達
と
交
流
を
重
ね
て
い
る
う
ち

に
、
い
つ
の
間
に
か
自
然
発
生
的

に
「
錦
江
町
異
業
種
お
も
し
ろ
女

子
会
」
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
錦
江
町
の
お
茶
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
農
水
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
、
各

地
か
ら
講
師
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
や

勉
強
会
を
開
く
な
ど
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。「
限

界
集
落
の
厳
し
さ
に
つ
い
て
新
聞

な
ど
で
読
ん
で
知
っ
て
い
る
つ
も
り

で
し
た
が
、
実
際
に
地
域
を
訪
れ

る
と
、
頭
だ
け
で
は
な
く
心
に
響

い
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
」。
地

域
の
未
来
を
つ
く
る
の
は一過
性
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
人
材

育
成
が
大
切
だ
と
話
し
ま
す
。

「
人
の
気
持
ち
が
変
わ
れ
ば
、
世

の
中
は
変
わ
り
ま
す
。
私
自
身
も

楽
し
み
な
が
ら
、
共
に
学
び
を
深

め
る
、
伴
走
型
の
支
援
を
目
指
し

て
い
ま
す
」。
長
年
、
県
職
員
と
し

て
産
業
振
興
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
得
た
思
い
で
す
。

　現
在
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
と
同
時
に
サ
ポ
ー
タ
ー
役
を
務

め
る
三
反
田
さ
ん
。
ど
ん
な
大
学

生
だ
っ
た
の
か
尋
ね
る
と
「
と
く

に
大
志
を
抱
く
こ
と
も
な
く
、
単

位
を
と
る
た
め
授
業
に
出
て
、
友

達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
お
小
遣
い
を
稼
ぐ
、
ご
く
ご

く
普
通
の
学
生
で
し
た
」
と
、
は

に
か
ん
だ
笑
顔
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
で
す
が
、「
普
通
」
に
過
ご

し
た
日
々
の
中
で
、
人
生
の
軸
と

な
る
も
の
を
築
く
こ
と
が
で
き
た

の
も
学
生
時
代
、
と
振
り
返
り
ま

す
。「
先
生
方
か
ら
思
考
の
基
礎

と
な
る
も
の
を
授
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
り
わ
け
教
養
課
程
で

受
け
た
郷
土
史
や
心
理
学
、
民
俗

学
な
ど
の
授
業
で
は
、
自
分
た
ち

の
精
神
文
化
や
思
考
の
背
景
、
こ

こ
に
生
き
る
意
味
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
後
か
ら
気
づ
い

た
こ
と
で
す
が
。
ま
た
、
講
義
の

中
で
勧
め
ら
れ
て
読
ん
だ
丸
山
眞

男
や
亀
井
勝
一
郎
ら
の
本
か
ら
も

大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た
」

　自
ら
の
学
生
時
代
を
振
り
返
り

「
学
生
時
代
は
人
生
の
基
礎
を
つ
く

る
、
贅
沢
な
投
資
の
時
間
。
考
え

方
の
根
幹
に
な
る
よ
う
な
本
を
た

く
さ
ん
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
可
能
で
あ
れ
ば
時
間
に
余
裕

の
あ
る
う
ち
に
海
外へ
出
て
ほ
し
い
」

と
い
う
の
が
若
い
世
代
への
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。「
地
域
を
見
て
、
海
外
を

見
て
、
自
分
は
ど
う
生
き
る
？
　

と
い
う
こ
と
を
そ
の
都
度
判
断
し

て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
そ

れ
ぞ
れ
価
値
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て

い
く
気
が
し
ま
す
」。
地
域
社
会
の

中
で
、一
人
一
人
の
人
の
存
在
の
大

き
さ
を
実
感
し
な
が
ら
日
々
を
過

ご
す
三
反
田
さ
ん
の
実
感
で
す
。

鹿児島県出身。1988年鹿児島大学法文学部法学科卒業。鹿児島県庁入庁。商工労働水産部水産振興課主幹（兼）水産流通対策係長、企
画部交通政策課主幹（兼）幹線交通係長等を経て2017年4月より商工労働水産部産業立地課課長補佐（企業誘致担当）。2018年4月、
錦江町へ副町長として出向。

ごくありふれた学生生活を過ごしましたが、振り返ると、講義を受ける中で
人生の軸となる「思考の基礎」を授けていただいたことに気づきます。
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OB OG Interview  

  

錦江町副町長

三反田 みどり（さんたんだ みどり）　

OG
隅
半
島
南
部
に
位
置
す

る
農
水
産
業
の
ま
ち
、

錦
江
町
で
副
町
長
を
務
め
る
三
反

田
み
ど
り
さ
ん
は
、
本
学
法
文

学
部
の
卒
業
生
で
す
。
女
性
が
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
緑
茶

を
は
じ
め
と
す
る
農
水
産
物
の
活

用
な
ど
の
マニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
る

木
場
一
昭
町
長
の
要
請
に
応
え
、

2
0
1
8
年
4
月
県
庁
か
ら
出

向
し
ま
し
た
。

　「産
業
振
興
や
企
業
誘
致
への
関

わ
り
に
お
い
て
は
女
性
と
し
て
の

特
質
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
日
頃
発
言
の
場
が
少

な
い
地
域
の
女
性
の
声
を
引
き
出

す
に
は
、
女
性
同
士
で
あ
れ
ば
垣

根
が
低
く
な
る
と
い
う
面
は
あ
る

と
思
い
ま
す
」。
三
反
田
さ
ん
は
、

就
任
し
て
す
ぐ
に
町
内
全
地
域
で

「
副
町
長
と
語
る
会
」
を
開
催
。

そ
の
活
動
を
通
じ
て
出
会
っ
た
女

性
達
と
交
流
を
重
ね
て
い
る
う
ち

に
、
い
つ
の
間
に
か
自
然
発
生
的

に
「
錦
江
町
異
業
種
お
も
し
ろ
女

子
会
」
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
錦
江
町
の
お
茶
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
農
水
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
、
各

地
か
ら
講
師
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
や

勉
強
会
を
開
く
な
ど
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。「
限

界
集
落
の
厳
し
さ
に
つ
い
て
新
聞

な
ど
で
読
ん
で
知
っ
て
い
る
つ
も
り

で
し
た
が
、
実
際
に
地
域
を
訪
れ

る
と
、
頭
だ
け
で
は
な
く
心
に
響

い
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
」。
地

域
の
未
来
を
つ
く
る
の
は一過
性
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
く
、
人
材

育
成
が
大
切
だ
と
話
し
ま
す
。

「
人
の
気
持
ち
が
変
わ
れ
ば
、
世

の
中
は
変
わ
り
ま
す
。
私
自
身
も

楽
し
み
な
が
ら
、
共
に
学
び
を
深

め
る
、
伴
走
型
の
支
援
を
目
指
し

て
い
ま
す
」。
長
年
、
県
職
員
と
し

て
産
業
振
興
に
携
わ
っ
て
き
た
経

験
か
ら
得
た
思
い
で
す
。

　現
在
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ

る
と
同
時
に
サ
ポ
ー
タ
ー
役
を
務

め
る
三
反
田
さ
ん
。
ど
ん
な
大
学

生
だ
っ
た
の
か
尋
ね
る
と
「
と
く

に
大
志
を
抱
く
こ
と
も
な
く
、
単

位
を
と
る
た
め
授
業
に
出
て
、
友

達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
お
小
遣
い
を
稼
ぐ
、
ご
く
ご

く
普
通
の
学
生
で
し
た
」
と
、
は

に
か
ん
だ
笑
顔
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
で
す
が
、「
普
通
」
に
過
ご

し
た
日
々
の
中
で
、
人
生
の
軸
と

な
る
も
の
を
築
く
こ
と
が
で
き
た

の
も
学
生
時
代
、
と
振
り
返
り
ま

す
。「
先
生
方
か
ら
思
考
の
基
礎

と
な
る
も
の
を
授
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
と
り
わ
け
教
養
課
程
で

受
け
た
郷
土
史
や
心
理
学
、
民
俗

学
な
ど
の
授
業
で
は
、
自
分
た
ち

の
精
神
文
化
や
思
考
の
背
景
、
こ

こ
に
生
き
る
意
味
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
後
か
ら
気
づ
い

た
こ
と
で
す
が
。
ま
た
、
講
義
の

中
で
勧
め
ら
れ
て
読
ん
だ
丸
山
眞

男
や
亀
井
勝
一
郎
ら
の
本
か
ら
も

大
き
な
学
び
を
得
ま
し
た
」

　自
ら
の
学
生
時
代
を
振
り
返
り

「
学
生
時
代
は
人
生
の
基
礎
を
つ
く

る
、
贅
沢
な
投
資
の
時
間
。
考
え

方
の
根
幹
に
な
る
よ
う
な
本
を
た

く
さ
ん
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
可
能
で
あ
れ
ば
時
間
に
余
裕

の
あ
る
う
ち
に
海
外へ
出
て
ほ
し
い
」

と
い
う
の
が
若
い
世
代
への
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。「
地
域
を
見
て
、
海
外
を

見
て
、
自
分
は
ど
う
生
き
る
？
　

と
い
う
こ
と
を
そ
の
都
度
判
断
し

て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
そ

れ
ぞ
れ
価
値
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て

い
く
気
が
し
ま
す
」。
地
域
社
会
の

中
で
、一
人
一
人
の
人
の
存
在
の
大

き
さ
を
実
感
し
な
が
ら
日
々
を
過

ご
す
三
反
田
さ
ん
の
実
感
で
す
。

鹿児島県出身。1988年鹿児島大学法文学部法学科卒業。鹿児島県庁入庁。商工労働水産部水産振興課主幹（兼）水産流通対策係長、企
画部交通政策課主幹（兼）幹線交通係長等を経て2017年4月より商工労働水産部産業立地課課長補佐（企業誘致担当）。2018年4月、
錦江町へ副町長として出向。

ごくありふれた学生生活を過ごしましたが、振り返ると、講義を受ける中で
人生の軸となる「思考の基礎」を授けていただいたことに気づきます。
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Scholar Interview

法
文
教
育
学
域
法
文
学
系

法
文
学
部
人
文
学
科 

多
元
地
域
文
化
コ
ー
ス

 

S C H O L A R
I N T E R V I E W

竹
岡  

健
一 

教
授

担
っ
て
い
た
」と
竹
岡
先
生
は
分

析
す
る
。１
９
３
３
年
の
ナ
チ
ス

政
権
発
足
後
、ド
イ
ツ
民
族
商
業

補
助
者
連
合
自
体
は
解
体
さ
れ

た
も
の
の
、ド
イ
ツ
家
庭
文
庫
は

ナ
チ
ス
の
出
版
部
門
と
し
て
活
動

を
継
続
。第
二
次
世
界
大
戦
開

戦
当
時
、発
行
雑
誌
に
は
戦
争
の

情
報
や
ナ
チ
ズ
ム
礼
賛
な
ど
が
掲

載
さ
れ
た
。

　ナ
チ
ス
登
場
以
前
に
民
族
主
義

が
勃
興
し
た
背
景
に
は
、当
時
の

不
安
定
な
社
会
情
勢
が
無
関
係
で

は
な
かっ
た
。「
第一次
世
界
大
戦
で

の
敗
戦
、不
平
等
な
ベ
ル
サ
イ
ユ
条

約
締
結
な
ど
、ド
イ
ツ
国
内
に
は

不
満
が
う
っ
積
し
、民
族
主
義
が

再
燃
す
る
素
地
が
あ
っ
た
。と
く
に

大
学
生
ら
若
者
の
右
傾
化
が
著
し

く
、リ
ベ
ラ
ル
な
共
和
制
や
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
が
否
定
さ
れ
、反
資
本

主
義
、反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、反
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
な
ど
が
噴
出
し
た
。ナ
チ
ス

が
政
権
を
取
っ
た
時
、若
者
ら
は

熱
狂
し
た
の
で
す
」。ナ
チ
ス
に
よ

る
文
芸・文
化
政
策
に
つ
い
て
の
研

究
は
こ
れ
ま
で
に
も
行
わ
れ
た
が
、

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て

ナ
チ
ズ
ム
が
浸
透
し
、ナ
チ
ス
の
政

権
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
いっ
た
こ
と

　ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
は
、出
版
社
と
の

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
も
と
で
本
を

安
価
に
製
造
し
、書
店
を
介
し
た

通
常
の
書
籍
販
売
と
は
異
な
る

ル
ー
ト
で
販
売
す
る
会
員
制
の
書

籍
販
売
組
織
。ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

19
世
紀
前
半
に
最
初
の
ブ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
が
誕
生
し
、第
一
次
世
界
大
戦

終
結
後
の
1
9
2
0
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
10
団
体
か
ら
52
団
体
へ

と
急
増
し
た
。「
戦
争
に
よ
っ
て
中

産
階
級
が
貧
し
く
な
り
、安
い
本
へ

の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。ま
た

当
時
、識
字
率
も
上
が
っ
て
知
識

欲
が
高
ま
り
、労
働
運
動
や
女
性

の
社
会
進
出
も
進
ん
だ
。さ
ま
ざ

ま
な
歯
車
が
か
み
合
っ
て
ブ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
が
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
で
す
」

　会
員
制
で
直
接
販
売
、安
価
と

い
う
特
色
は
各
団
体
に
共
通
し
て

い
た
が
、販
売
す
る
本
の
内
容
は

団
体
に
よ
っ
て
異
な
り
、中
立
的

な
世
界
観
に
立
つ
市
民
を
読
者
に

持
つ
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、政
治

的
、文
化
的
、宗
教
的
な
内
容
の

書
籍
を
販
売
す
る
団
体
も
数
多

く
存
在
し
た
。本
の
購
入
と
読
書

が
竹
岡
先
生
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　竹
岡
先
生
の
研
究
は
、ド
イ
ツ

で
行
わ
れ
て
い
る「
書
籍
学
」の
知

見
を
生
か
し
、ド
イ
ツ
の
大
学
や

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
膨
大
な

資
料
を
渉
猟
し
、包
括
的
に
検
証

を
進
め
る
と
い
う
手
法
が
取
ら
れ

た
。書
籍
学
と
は
、書
籍
の
印
刷
、

普
及
・
販
売
、受
容
を
主
な
対
象

と
し
て
学
際
的
な
考
察
を
行
う
学

問
で
あ
る
。研
究
は
、い
わ
ば
文
学

研
究
と
書
籍
研
究
を
架
橋
す
る

試
み
で
あ
る
。１
９
４
５
年
以
前

に
存
在
し
た
52
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
全

て
に
つ
い
て
の
緻
密
な
調
査
が
網

羅
さ
れ
た
点
も
、資
料
と
し
て
の

価
値
を
高
め
て
い
る
。

　若
い
世
代
に
も
っ
と
本
を
読
ん

で
ほ
し
い
と
竹
岡
先
生
は
話
す
。

「
実
体
の
つ
か
め
な
い
電
子
空
間
の

情
報
で
暇
を
つ
ぶ
す
よ
り
、古
典

的
名
作
を
一
冊
で
も
多
く
読
ん
で

ほ
し
い
」。読
み
物
と
し
て
の
本
、

物
と
し
て
の
本
、そ
の
両
面
か
ら

本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
る
先

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
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版学会
■専門分野：ドイツ文学、出版学
■研究テーマ：○ドイツにおけるブッククラブの発展と社会的役割
○ナチズムとドイツ文学のかかわり ○第二次世界大戦中のドイツに
おける前線兵士への本の供給

竹岡　健一（たけおか・けんいち）

の
習
慣
が
広
が
る「
読
書
の
民
主

化
」に
多
大
な
貢
献
を
な
す
と
同

時
に
、文
学
作
品
の
仲
介
に
き
わ

め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、

と
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の「
功
」に
つ
い
て

竹
岡
先
生
は
解
き
明
か
し
た
。

　一方
、民
族
主
義
的
な
思
想
の

普
及
に
利
用
さ
れ
た
組
織
も

あ
っ
た
。ド
イ
ツ
民
族
商
業
補
助

者
連
合
と
い
う
団
体
に
よ
っ
て
１

９
１
６
年
に
設
立
さ
れ
た
ド
イ

ツ
家
庭
文
庫
が
そ
れ
で
あ
る
。ド

イ
ツ
民
族
商
業
補
助
者
連
合
は
、

卸
売
業
や
銀
行
業
等
の
経
営
主

任
や
帳
簿
担
当
者
な
ど
、知
的
労

働
者
を
自
負
す
る
職
業
人
の
集

ま
り
で
構
成
さ
れ
、排
他
的
で
前

近
代
的
な
倫
理
観
を
旨
と
し
て

い
た
。こ
の
団
体
を
母
体
と
す
る

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ「
ド
イ
ツ
家
庭
文

庫
」は
、郷
土
文
学
や
戦
争
肯
定

的
な
文
学
、民
族
と
深
く
結
び
つ

い
た
作
家
と
そ
の
著
作
を
擁
護
。

「
本
の
定
期
購
読
団
体
に
と
ど
ま

ら
ず
、民
族
主
義
的
、反
ユ
ダ
ヤ
主

義
的
、反
共
産
主
義
的
な
保
守

的
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
角
を

竹岡健一先生は、ドイツのブッククラブに関する網羅的な研究を本邦で初めて行った。著書
『ブッククラブと民族主義』は、流通面に着目されがちなブッククラブという共同体を、思想空
間形成の契機としてとらえるというユニークな視点と資料的価値が高く評価され、2018年、
日本出版学会賞を受賞。文学と出版・流通という側面から「本」にアプローチする、新しい学
術分野のパイオニアとして知的探究を深める竹岡先生の研究活動について伺った。

文学研究と書籍研究を架橋する独自の研究手法によって
ドイツにおけるブッククラブの軌跡と功罪について解明
～ユニークな視点と手法による研究の集大成『ブッククラブと民族主義』をめぐって～

文
学
研
究
と

書
籍
研
究
の
架
橋

ナ
チ
ズム
浸
透
への
加
担

読
書
の「
民
主
化
」への
貢
献

Scholar Interview

法
文
教
育
学
域
法
文
学
系

法
文
学
部
人
文
学
科
多
元
地
域
文
化
コ
ー
ス

S C H O L A R
I N T E R V I E W

竹
岡  

健
一
教
授

担
っ
て
い
た
」と
竹
岡
先
生
は
分

析
す
る
。１
９
３
３
年
の
ナ
チ
ス

政
権
発
足
後
、ド
イ
ツ
民
族
商
業

補
助
者
連
合
自
体
は
解
体
さ
れ

た
も
の
の
、ド
イ
ツ
家
庭
文
庫
は

ナ
チ
ス
の
出
版
部
門
と
し
て
活
動

を
継
続
。第
二
次
世
界
大
戦
開

戦
当
時
、発
行
雑
誌
に
は
戦
争
の

情
報
や
ナ
チ
ズ
ム
礼
賛
な
ど
が
掲

載
さ
れ
た
。

ナ
チ
ス
登
場
以
前
に
民
族
主
義

が
勃
興
し
た
背
景
に
は
、当
時
の

不
安
定
な
社
会
情
勢
が
無
関
係
で

は
な
かっ
た
。「
第一次
世
界
大
戦
で

の
敗
戦
、不
平
等
な
ベ
ル
サ
イ
ユ
条

約
締
結
な
ど
、ド
イ
ツ
国
内
に
は

不
満
が
う
っ
積
し
、民
族
主
義
が

再
燃
す
る
素
地
が
あ
っ
た
。と
く
に

大
学
生
ら
若
者
の
右
傾
化
が
著
し

く
、リ
ベ
ラ
ル
な
共
和
制
や
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
が
否
定
さ
れ
、反
資
本

主
義
、反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、反
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
な
ど
が
噴
出
し
た
。ナ
チ
ス

が
政
権
を
取
っ
た
時
、若
者
ら
は

熱
狂
し
た
の
で
す
」。ナ
チ
ス
に
よ

る
文
芸・文
化
政
策
に
つ
い
て
の
研

究
は
こ
れ
ま
で
に
も
行
わ
れ
た
が
、

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て

ナ
チ
ズ
ム
が
浸
透
し
、ナ
チ
ス
の
政

権
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
いっ
た
こ
と

　ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
は
、出
版
社
と
の

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
も
と
で
本
を

安
価
に
製
造
し
、書
店
を
介
し
た

通
常
の
書
籍
販
売
と
は
異
な
る

ル
ー
ト
で
販
売
す
る
会
員
制
の
書

籍
販
売
組
織
。ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

19
世
紀
前
半
に
最
初
の
ブ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
が
誕
生
し
、第
一
次
世
界
大
戦

終
結
後
の
1
9
2
0
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
10
団
体
か
ら
52
団
体
へ

と
急
増
し
た
。「
戦
争
に
よ
っ
て
中

産
階
級
が
貧
し
く
な
り
、安
い
本
へ

の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。ま
た

当
時
、識
字
率
も
上
が
っ
て
知
識

欲
が
高
ま
り
、労
働
運
動
や
女
性

の
社
会
進
出
も
進
ん
だ
。さ
ま
ざ

ま
な
歯
車
が
か
み
合
っ
て
ブ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
が
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
で
す
」

　会
員
制
で
直
接
販
売
、安
価
と

い
う
特
色
は
各
団
体
に
共
通
し
て

い
た
が
、販
売
す
る
本
の
内
容
は

団
体
に
よ
っ
て
異
な
り
、中
立
的

な
世
界
観
に
立
つ
市
民
を
読
者
に

持
つ
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、政
治

的
、文
化
的
、宗
教
的
な
内
容
の

書
籍
を
販
売
す
る
団
体
も
数
多

く
存
在
し
た
。本
の
購
入
と
読
書

が
竹
岡
先
生
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　竹
岡
先
生
の
研
究
は
、ド
イ
ツ

で
行
わ
れ
て
い
る「
書
籍
学
」の
知

見
を
生
か
し
、ド
イ
ツ
の
大
学
や

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
膨
大
な

資
料
を
渉
猟
し
、包
括
的
に
検
証

を
進
め
る
と
い
う
手
法
が
取
ら
れ

た
。書
籍
学
と
は
、書
籍
の
印
刷
、

普
及
・
販
売
、受
容
を
主
な
対
象

と
し
て
学
際
的
な
考
察
を
行
う
学

問
で
あ
る
。研
究
は
、い
わ
ば
文
学

研
究
と
書
籍
研
究
を
架
橋
す
る

試
み
で
あ
る
。１
９
４
５
年
以
前

に
存
在
し
た
52
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
全

て
に
つ
い
て
の
緻
密
な
調
査
が
網

羅
さ
れ
た
点
も
、資
料
と
し
て
の

価
値
を
高
め
て
い
る
。

　若
い
世
代
に
も
っ
と
本
を
読
ん

で
ほ
し
い
と
竹
岡
先
生
は
話
す
。

「
実
体
の
つ
か
め
な
い
電
子
空
間
の

情
報
で
暇
を
つ
ぶ
す
よ
り
、古
典

的
名
作
を
一
冊
で
も
多
く
読
ん
で

ほ
し
い
」。読
み
物
と
し
て
の
本
、

物
と
し
て
の
本
、そ
の
両
面
か
ら

本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
る
先

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
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竹岡　健一（たけおか・けんいち）

の
習
慣
が
広
が
る「
読
書
の
民
主

化
」に
多
大
な
貢
献
を
な
す
と
同

時
に
、文
学
作
品
の
仲
介
に
き
わ

め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、

と
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の「
功
」に
つ
い
て

竹
岡
先
生
は
解
き
明
か
し
た
。

　一方
、民
族
主
義
的
な
思
想
の

普
及
に
利
用
さ
れ
た
組
織
も

あ
っ
た
。ド
イ
ツ
民
族
商
業
補
助

者
連
合
と
い
う
団
体
に
よ
っ
て
１

９
１
６
年
に
設
立
さ
れ
た
ド
イ

ツ
家
庭
文
庫
が
そ
れ
で
あ
る
。ド

イ
ツ
民
族
商
業
補
助
者
連
合
は
、

卸
売
業
や
銀
行
業
等
の
経
営
主

任
や
帳
簿
担
当
者
な
ど
、知
的
労

働
者
を
自
負
す
る
職
業
人
の
集

ま
り
で
構
成
さ
れ
、排
他
的
で
前

近
代
的
な
倫
理
観
を
旨
と
し
て

い
た
。こ
の
団
体
を
母
体
と
す
る

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ「
ド
イ
ツ
家
庭
文

庫
」は
、郷
土
文
学
や
戦
争
肯
定

的
な
文
学
、民
族
と
深
く
結
び
つ

い
た
作
家
と
そ
の
著
作
を
擁
護
。

「
本
の
定
期
購
読
団
体
に
と
ど
ま

ら
ず
、民
族
主
義
的
、反
ユ
ダ
ヤ
主

義
的
、反
共
産
主
義
的
な
保
守

的
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
角
を

竹岡健一先生は、ドイツのブッククラブに関する網羅的な研究を本邦で初めて行った。著書
『ブッククラブと民族主義』は、流通面に着目されがちなブッククラブという共同体を、思想空
間形成の契機としてとらえるというユニークな視点と資料的価値が高く評価され、2018年、
日本出版学会賞を受賞。文学と出版・流通という側面から「本」にアプローチする、新しい学
術分野のパイオニアとして知的探究を深める竹岡先生の研究活動について伺った。

文学研究と書籍研究を架橋する独自の研究手法によって
ドイツにおけるブッククラブの軌跡と功罪について解明
～ユニークな視点と手法による研究の集大成『ブッククラブと民族主義』をめぐって～

文
学
研
究
と

文
学
研
究
と

文
学
研
究
と

文
学
研
究
と

書
籍
研
究
の
架
橋

書
籍
研
究
の
架
橋

書
籍
研
究
の
架
橋

書
籍
研
究
の
架
橋

書
籍
研
究
の
架
橋

ナ
チ
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浸
透
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加
担
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加
担

ナ
チ
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透
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加
担

ナ
チ
ズム
浸
透
への
加
担

読
書
の「
民
主
化
」への
貢
献

読
書
の「
民
主
化
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貢
献

読
書
の「
民
主
化
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貢
献

読
書
の「
民
主
化
」への
貢
献
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S C H O L A R
I N T E R V I E W

竹
岡  
健
一 
教
授

担
っ
て
い
た
」と
竹
岡
先
生
は
分

析
す
る
。１
９
３
３
年
の
ナ
チ
ス

政
権
発
足
後
、ド
イ
ツ
民
族
商
業

補
助
者
連
合
自
体
は
解
体
さ
れ

た
も
の
の
、ド
イ
ツ
家
庭
文
庫
は

ナ
チ
ス
の
出
版
部
門
と
し
て
活
動

を
継
続
。第
二
次
世
界
大
戦
開

戦
当
時
、発
行
雑
誌
に
は
戦
争
の

情
報
や
ナ
チ
ズ
ム
礼
賛
な
ど
が
掲

載
さ
れ
た
。

　ナ
チ
ス
登
場
以
前
に
民
族
主
義

が
勃
興
し
た
背
景
に
は
、当
時
の

不
安
定
な
社
会
情
勢
が
無
関
係
で

は
な
かっ
た
。「
第一次
世
界
大
戦
で

の
敗
戦
、不
平
等
な
ベ
ル
サ
イ
ユ
条

約
締
結
な
ど
、ド
イ
ツ
国
内
に
は

不
満
が
う
っ
積
し
、民
族
主
義
が

再
燃
す
る
素
地
が
あ
っ
た
。と
く
に

大
学
生
ら
若
者
の
右
傾
化
が
著
し

く
、リ
ベ
ラ
ル
な
共
和
制
や
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
が
否
定
さ
れ
、反
資
本

主
義
、反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、反
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
な
ど
が
噴
出
し
た
。ナ
チ
ス

が
政
権
を
取
っ
た
時
、若
者
ら
は

熱
狂
し
た
の
で
す
」。ナ
チ
ス
に
よ

る
文
芸・文
化
政
策
に
つ
い
て
の
研

究
は
こ
れ
ま
で
に
も
行
わ
れ
た
が
、

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て

ナ
チ
ズ
ム
が
浸
透
し
、ナ
チ
ス
の
政

権
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
いっ
た
こ
と

　ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
は
、出
版
社
と
の

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
も
と
で
本
を

安
価
に
製
造
し
、書
店
を
介
し
た

通
常
の
書
籍
販
売
と
は
異
な
る

ル
ー
ト
で
販
売
す
る
会
員
制
の
書

籍
販
売
組
織
。ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

19
世
紀
前
半
に
最
初
の
ブ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
が
誕
生
し
、第
一
次
世
界
大
戦

終
結
後
の
1
9
2
0
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
10
団
体
か
ら
52
団
体
へ

と
急
増
し
た
。「
戦
争
に
よ
っ
て
中

産
階
級
が
貧
し
く
な
り
、安
い
本
へ

の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。ま
た

当
時
、識
字
率
も
上
が
っ
て
知
識

欲
が
高
ま
り
、労
働
運
動
や
女
性

の
社
会
進
出
も
進
ん
だ
。さ
ま
ざ

ま
な
歯
車
が
か
み
合
っ
て
ブ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
が
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
で
す
」

　会
員
制
で
直
接
販
売
、安
価
と

い
う
特
色
は
各
団
体
に
共
通
し
て

い
た
が
、販
売
す
る
本
の
内
容
は

団
体
に
よ
っ
て
異
な
り
、中
立
的

な
世
界
観
に
立
つ
市
民
を
読
者
に

持
つ
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、政
治

的
、文
化
的
、宗
教
的
な
内
容
の

書
籍
を
販
売
す
る
団
体
も
数
多

く
存
在
し
た
。本
の
購
入
と
読
書

が
竹
岡
先
生
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　竹
岡
先
生
の
研
究
は
、ド
イ
ツ

で
行
わ
れ
て
い
る「
書
籍
学
」の
知

見
を
生
か
し
、ド
イ
ツ
の
大
学
や

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
膨
大
な

資
料
を
渉
猟
し
、包
括
的
に
検
証

を
進
め
る
と
い
う
手
法
が
取
ら
れ

た
。書
籍
学
と
は
、書
籍
の
印
刷
、

普
及
・
販
売
、受
容
を
主
な
対
象

と
し
て
学
際
的
な
考
察
を
行
う
学

問
で
あ
る
。研
究
は
、い
わ
ば
文
学

研
究
と
書
籍
研
究
を
架
橋
す
る

試
み
で
あ
る
。１
９
４
５
年
以
前

に
存
在
し
た
52
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
全

て
に
つ
い
て
の
緻
密
な
調
査
が
網

羅
さ
れ
た
点
も
、資
料
と
し
て
の

価
値
を
高
め
て
い
る
。

　若
い
世
代
に
も
っ
と
本
を
読
ん

で
ほ
し
い
と
竹
岡
先
生
は
話
す
。

「
実
体
の
つ
か
め
な
い
電
子
空
間
の

情
報
で
暇
を
つ
ぶ
す
よ
り
、古
典

的
名
作
を
一
冊
で
も
多
く
読
ん
で

ほ
し
い
」。読
み
物
と
し
て
の
本
、

物
と
し
て
の
本
、そ
の
両
面
か
ら

本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
る
先

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
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の
習
慣
が
広
が
る「
読
書
の
民
主

化
」に
多
大
な
貢
献
を
な
す
と
同

時
に
、文
学
作
品
の
仲
介
に
き
わ

め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、

と
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の「
功
」に
つ
い
て

竹
岡
先
生
は
解
き
明
か
し
た
。

　一方
、民
族
主
義
的
な
思
想
の

普
及
に
利
用
さ
れ
た
組
織
も

あ
っ
た
。ド
イ
ツ
民
族
商
業
補
助

者
連
合
と
い
う
団
体
に
よ
っ
て
１

９
１
６
年
に
設
立
さ
れ
た
ド
イ

ツ
家
庭
文
庫
が
そ
れ
で
あ
る
。ド

イ
ツ
民
族
商
業
補
助
者
連
合
は
、

卸
売
業
や
銀
行
業
等
の
経
営
主

任
や
帳
簿
担
当
者
な
ど
、知
的
労

働
者
を
自
負
す
る
職
業
人
の
集

ま
り
で
構
成
さ
れ
、排
他
的
で
前

近
代
的
な
倫
理
観
を
旨
と
し
て

い
た
。こ
の
団
体
を
母
体
と
す
る

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ「
ド
イ
ツ
家
庭
文

庫
」は
、郷
土
文
学
や
戦
争
肯
定

的
な
文
学
、民
族
と
深
く
結
び
つ

い
た
作
家
と
そ
の
著
作
を
擁
護
。

「
本
の
定
期
購
読
団
体
に
と
ど
ま

ら
ず
、民
族
主
義
的
、反
ユ
ダ
ヤ
主

義
的
、反
共
産
主
義
的
な
保
守

的
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
角
を

竹岡健一先生は、ドイツのブッククラブに関する網羅的な研究を本邦で初めて行った。著書
『ブッククラブと民族主義』は、流通面に着目されがちなブッククラブという共同体を、思想空
間形成の契機としてとらえるというユニークな視点と資料的価値が高く評価され、2018年、
日本出版学会賞を受賞。文学と出版・流通という側面から「本」にアプローチする、新しい学
術分野のパイオニアとして知的探究を深める竹岡先生の研究活動について伺った。

文学研究と書籍研究を架橋する独自の研究手法によって
ドイツにおけるブッククラブの軌跡と功罪について解明
～ユニークな視点と手法による研究の集大成『ブッククラブと民族主義』をめぐって～

文
学
研
究
と

書
籍
研
究
の
架
橋

ナ
チ
ズム
浸
透
への
加
担

読
書
の「
民
主
化
」への
貢
献
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竹
岡  
健
一
教
授

担
っ
て
い
た
」と
竹
岡
先
生
は
分

析
す
る
。１
９
３
３
年
の
ナ
チ
ス

政
権
発
足
後
、ド
イ
ツ
民
族
商
業

補
助
者
連
合
自
体
は
解
体
さ
れ

た
も
の
の
、ド
イ
ツ
家
庭
文
庫
は

ナ
チ
ス
の
出
版
部
門
と
し
て
活
動

を
継
続
。第
二
次
世
界
大
戦
開

戦
当
時
、発
行
雑
誌
に
は
戦
争
の

情
報
や
ナ
チ
ズ
ム
礼
賛
な
ど
が
掲

載
さ
れ
た
。

ナ
チ
ス
登
場
以
前
に
民
族
主
義

が
勃
興
し
た
背
景
に
は
、当
時
の

不
安
定
な
社
会
情
勢
が
無
関
係
で

は
な
かっ
た
。「
第一次
世
界
大
戦
で

の
敗
戦
、不
平
等
な
ベ
ル
サ
イ
ユ
条

約
締
結
な
ど
、ド
イ
ツ
国
内
に
は

不
満
が
う
っ
積
し
、民
族
主
義
が

再
燃
す
る
素
地
が
あ
っ
た
。と
く
に

大
学
生
ら
若
者
の
右
傾
化
が
著
し

く
、リ
ベ
ラ
ル
な
共
和
制
や
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
が
否
定
さ
れ
、反
資
本

主
義
、反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、反
カ
ト
リ

シ
ズ
ム
な
ど
が
噴
出
し
た
。ナ
チ
ス

が
政
権
を
取
っ
た
時
、若
者
ら
は

熱
狂
し
た
の
で
す
」。ナ
チ
ス
に
よ

る
文
芸・文
化
政
策
に
つ
い
て
の
研

究
は
こ
れ
ま
で
に
も
行
わ
れ
た
が
、

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ
て

ナ
チ
ズ
ム
が
浸
透
し
、ナ
チ
ス
の
政

権
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
いっ
た
こ
と

　ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
は
、出
版
社
と
の

ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
の
も
と
で
本
を

安
価
に
製
造
し
、書
店
を
介
し
た

通
常
の
書
籍
販
売
と
は
異
な
る

ル
ー
ト
で
販
売
す
る
会
員
制
の
書

籍
販
売
組
織
。ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

19
世
紀
前
半
に
最
初
の
ブ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
が
誕
生
し
、第
一
次
世
界
大
戦

終
結
後
の
1
9
2
0
年
代
に
入
っ

て
か
ら
は
10
団
体
か
ら
52
団
体
へ

と
急
増
し
た
。「
戦
争
に
よ
っ
て
中

産
階
級
が
貧
し
く
な
り
、安
い
本
へ

の
需
要
が
高
ま
り
ま
し
た
。ま
た

当
時
、識
字
率
も
上
が
っ
て
知
識

欲
が
高
ま
り
、労
働
運
動
や
女
性

の
社
会
進
出
も
進
ん
だ
。さ
ま
ざ

ま
な
歯
車
が
か
み
合
っ
て
ブ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
が
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら

れ
た
の
で
す
」

　会
員
制
で
直
接
販
売
、安
価
と

い
う
特
色
は
各
団
体
に
共
通
し
て

い
た
が
、販
売
す
る
本
の
内
容
は

団
体
に
よ
っ
て
異
な
り
、中
立
的

な
世
界
観
に
立
つ
市
民
を
読
者
に

持
つ
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、政
治

的
、文
化
的
、宗
教
的
な
内
容
の

書
籍
を
販
売
す
る
団
体
も
数
多

く
存
在
し
た
。本
の
購
入
と
読
書

が
竹
岡
先
生
の
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　竹
岡
先
生
の
研
究
は
、ド
イ
ツ

で
行
わ
れ
て
い
る「
書
籍
学
」の
知

見
を
生
か
し
、ド
イ
ツ
の
大
学
や

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
膨
大
な

資
料
を
渉
猟
し
、包
括
的
に
検
証

を
進
め
る
と
い
う
手
法
が
取
ら
れ

た
。書
籍
学
と
は
、書
籍
の
印
刷
、

普
及
・
販
売
、受
容
を
主
な
対
象

と
し
て
学
際
的
な
考
察
を
行
う
学

問
で
あ
る
。研
究
は
、い
わ
ば
文
学

研
究
と
書
籍
研
究
を
架
橋
す
る

試
み
で
あ
る
。１
９
４
５
年
以
前

に
存
在
し
た
52
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
全

て
に
つ
い
て
の
緻
密
な
調
査
が
網

羅
さ
れ
た
点
も
、資
料
と
し
て
の

価
値
を
高
め
て
い
る
。

　若
い
世
代
に
も
っ
と
本
を
読
ん

で
ほ
し
い
と
竹
岡
先
生
は
話
す
。

「
実
体
の
つ
か
め
な
い
電
子
空
間
の

情
報
で
暇
を
つ
ぶ
す
よ
り
、古
典

的
名
作
を
一
冊
で
も
多
く
読
ん
で

ほ
し
い
」。読
み
物
と
し
て
の
本
、

物
と
し
て
の
本
、そ
の
両
面
か
ら

本
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け
る
先

生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。
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の
習
慣
が
広
が
る「
読
書
の
民
主

化
」に
多
大
な
貢
献
を
な
す
と
同

時
に
、文
学
作
品
の
仲
介
に
き
わ

め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、

と
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の「
功
」に
つ
い
て

竹
岡
先
生
は
解
き
明
か
し
た
。

　一方
、民
族
主
義
的
な
思
想
の

普
及
に
利
用
さ
れ
た
組
織
も

あ
っ
た
。ド
イ
ツ
民
族
商
業
補
助

者
連
合
と
い
う
団
体
に
よ
っ
て
１

９
１
６
年
に
設
立
さ
れ
た
ド
イ

ツ
家
庭
文
庫
が
そ
れ
で
あ
る
。ド

イ
ツ
民
族
商
業
補
助
者
連
合
は
、

卸
売
業
や
銀
行
業
等
の
経
営
主

任
や
帳
簿
担
当
者
な
ど
、知
的
労

働
者
を
自
負
す
る
職
業
人
の
集

ま
り
で
構
成
さ
れ
、排
他
的
で
前

近
代
的
な
倫
理
観
を
旨
と
し
て

い
た
。こ
の
団
体
を
母
体
と
す
る

ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ「
ド
イ
ツ
家
庭
文

庫
」は
、郷
土
文
学
や
戦
争
肯
定

的
な
文
学
、民
族
と
深
く
結
び
つ

い
た
作
家
と
そ
の
著
作
を
擁
護
。

「
本
の
定
期
購
読
団
体
に
と
ど
ま

ら
ず
、民
族
主
義
的
、反
ユ
ダ
ヤ
主

義
的
、反
共
産
主
義
的
な
保
守

的
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
角
を

竹岡健一先生は、ドイツのブッククラブに関する網羅的な研究を本邦で初めて行った。著書
『ブッククラブと民族主義』は、流通面に着目されがちなブッククラブという共同体を、思想空
間形成の契機としてとらえるというユニークな視点と資料的価値が高く評価され、2018年、
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水
産
生
物
・
海
洋
学
分
野
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西  

隆
一
郎 

教
授

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。危

険
な
区
域
に
人
が
踏
み
入
れ
る

こ
と
な
く
定
量
的
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
の

普
及
は
、科
学
者
に
と
っ
て
大
き

な
福
音
だ
と
先
生
は
言
う
。「
ド

ロ
ー
ン
に
は
怪
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

抱
く
人
も
い
ま
す
が
、天
体
望
遠

鏡
や
顕
微
鏡
と
同
じ
よ
う
に
観

察
技
術
の一つ
で
す
」

　西
研
究
室
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

地
形
や
気
象
条
件
下
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
運
用
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
。災
害
支
援
や
環
境
調
査

の
ほ
か
運
用
技
術
の
教
育
・
啓
発

活
動
な
ど
、全
国
各
地
で
幅
広
い

局
面
に
お
い
て
技
術
を
提
供
し
て

い
る
。一
方
、ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性

を
生
か
し
、海
の
表
面
だ
け
で
は

な
く
海
中
・
海
底
を
撮
影
す
る
技

術
や
、赤
外
線
を
用
い
て
見
え
な

い
も
の
を
可
視
化
す
る
技
術
の
開

発
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、先
端
技

術
の
進
化
を
牽
引
し
て
い
る
。

　長
年
に
わ
た
り
、幅
広
い
社
会

貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
た
西
先
生

は
2
0
1
8
年
度
海
洋
立
国
推

　わ
が
国
の
沿
岸
域
は
、豊
か
な

魚
介
類
や
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ

て
い
る
一
方
、台
風
や
高
潮
、津
波

な
ど
自
然
災
害
も
つ
き
も
の
だ
。

東
日
本
大
震
災
を
例
に
と
る
と
、

海
岸
の
砂
浜
や
砂
丘
が
消
失
し
、

リ
ア
ス
式
湾
な
ど
海
底
環
境
が

変
化
し
た
。ま
た
貝
毒
の
多
発
と

ホ
タ
テ
養
殖
の
減
少
が
見
ら
れ
、

特
に
福
島
県
海
域
で
は
利
用
者

が
激
減
し
た
。沿
岸
域
の
復
興
の

た
め
に
は
、災
害
、人
、自
然
、技

術
を
ト
ー
タ
ル
に
組
み
合
わ
せ
た

長
期
間
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。海
岸
保
全（
防

災
・
減
災
）と
環
境（
生
態
系
）保

全
、利
用（
親
水
活
動
・
漁
業
）と

い
う
三
つ
の
視
点
を
調
和
さ
せ
つ

つ
、沿
岸
域
の
持
続
的
発
展
に
貢

献
す
る
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
て
い
る
の
が
西
先
生
率
い
る

海
岸
環
境
工
学
研
究
室
で
あ
る
。

西
研
究
室
で
は
、わ
が
国
の
水
圏

に
関
す
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

多
岐
に
わ
た
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
、各
地
の
復
興
支
援
に

お
い
て
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
。

進
功
労
者（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

表
彰
お
よ
び
海
上
保
安
庁
長
官

表
彰
を
受
け
た
。「
こ
れ
ま
で
一
緒

に
研
究
活
動
に
従
事
し
た
研
究

者
や
学
生
、と
も
に
救
難
活
動
に

従
事
し
た
方
々
の
顔
が
浮
か
び
ま

す
」。今
後
の
抱
負
は「
沿
岸
域
の

環
境
保
全
と
海
岸
の
安
全
利
用

の
研
究
を
行
い
な
が
ら
、次
世
代

の
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
」。大

学
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
研

究
機
関
に
、若
い
研
究
者
の
ポ
ス

ト
が
増
え
る
こ
と
も
西
先
生
の

願
い
だ
。

　本
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
、西
先

生
は
指
宿
市
池
田
湖
で「
イ
ッ

シ
ー
を
探
そ
う
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
催
す
る
予
定
だ
と
い

う
。約
5
年
前
、学
内
外
の
研
究

者
ら
と
と
も
に
着
手
し
た
池
田

湖
の
底
質
調
査
の
再
開
だ
。「
イ
ッ

シ
ー
と
言
わ
れ
た
も
の
の
正
体
が

見
つ
か
り
そ
う
な
ん
で
す
」。技
術

の
進
化
が
、ま
た
一つ
の
謎
解
き
を

可
能
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。水

温
む
季
節
を
前
に「
日
本
は
海
に

囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、も
っ
と
海
の

こ
と
を
勉
強
し
て
楽
し
く
海
と
つ

き
あ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
、西

先
生
は
結
ん
だ
。
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西　隆一郎（にし・りゅういちろう）

　調
査
・
研
究
に
あ
た
り
、西
先

生
は
G
P
S
や
3
D
レ
ー
ザ
ー
測

深
器
、赤
外
線
カ
メ
ラ
な
ど
時
代

の
先
端
技
術
を
い
ち
早
く
取
り

入
れ
て
き
た
。そ
し
て
2
0
1
1

年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
。ド

ロ
ー
ン
の
登
場
は
、調
査
・
研
究
活

動
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し

た
。ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
地
形

や
建
物
な
ど
の
写
真
は
、ソ
フ
ト

を
使
う
こ
と
で
、俯
瞰
し
た
か
の

よ
う
な
三
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
を

実
現
。ま
た
、時
系
列
に
沿
っ
て
撮

影
す
る
こ
と
で
、時
間
経
過
に
よ

る
変
動
情
報
を
表
す
こ
と
も
容

易
に
な
っ
た
。

　ま
た
ド
ロ
ー
ン
は
、水
難
事
故

防
止
を
目
指
す
西
先
生
が
長
年

注
力
し
な
が
ら
も
、安
全
面
か
ら

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
離
岸

流（
遠
浅
の
海
岸
で
発
生
す
る
沖

へ
の
強
い
流
れ
）の
調
査
再
開
を

実
現
し
た
。例
え
ば
、海
に
色
の
つ

い
た
水
を
流
し
て
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
す
る
こ
と
で
、海
中
で
人
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
調
査
せ
ず

と
も
水
の
動
き
を
可
視
化
す
る

西隆一郎先生率いる海岸環境工学研究室は「海岸を護る、人を守る、環境を守る」を合言葉
に、海岸環境工学の教育・研究・社会貢献活動に長年携わっている。近年は、東日本大震災
の災害支援を通じて導入したドローン（Unmanned Aerial Vehicle /無人航空機）の高度
な運用技術を基に、活動の幅を広げ、海岸環境の調査・研究のほか災害支援やウミガメ保護
活動など、先端技術を活用した公益的な活動に積極的に取り組んでいる。

人をまもり、自然をまもり、美しい自然環境を次世代へ。
先端技術を活用した研究成果を惜しみなく地域社会へ還元
～2018年度海洋立国推進功労者（内閣総理大臣賞）表彰・海上保安庁長官表彰～

沿
岸
域
の
持
続
的
な

発
展
に
貢
献

先
端
技
術
開
発
の一翼
を
も
担
う

次
代
の
研
究
者
育
成
と

幅
広
い
啓
発
活
動

ドローンで撮影した位置情報で再現したウミガメ（写真
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一
郎
教
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。危

険
な
区
域
に
人
が
踏
み
入
れ
る

こ
と
な
く
定
量
的
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
の

普
及
は
、科
学
者
に
と
っ
て
大
き

な
福
音
だ
と
先
生
は
言
う
。「
ド

ロ
ー
ン
に
は
怪
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

抱
く
人
も
い
ま
す
が
、天
体
望
遠

鏡
や
顕
微
鏡
と
同
じ
よ
う
に
観

察
技
術
の一つ
で
す
」

　西
研
究
室
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

地
形
や
気
象
条
件
下
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
運
用
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
。災
害
支
援
や
環
境
調
査

の
ほ
か
運
用
技
術
の
教
育
・
啓
発

活
動
な
ど
、全
国
各
地
で
幅
広
い

局
面
に
お
い
て
技
術
を
提
供
し
て

い
る
。一
方
、ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性

を
生
か
し
、海
の
表
面
だ
け
で
は

な
く
海
中
・
海
底
を
撮
影
す
る
技

術
や
、赤
外
線
を
用
い
て
見
え
な

い
も
の
を
可
視
化
す
る
技
術
の
開

発
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、先
端
技

術
の
進
化
を
牽
引
し
て
い
る
。

　長
年
に
わ
た
り
、幅
広
い
社
会

貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
た
西
先
生

は
2
0
1
8
年
度
海
洋
立
国
推

　わ
が
国
の
沿
岸
域
は
、豊
か
な

魚
介
類
や
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ

て
い
る
一
方
、台
風
や
高
潮
、津
波

な
ど
自
然
災
害
も
つ
き
も
の
だ
。

東
日
本
大
震
災
を
例
に
と
る
と
、

海
岸
の
砂
浜
や
砂
丘
が
消
失
し
、

リ
ア
ス
式
湾
な
ど
海
底
環
境
が

変
化
し
た
。ま
た
貝
毒
の
多
発
と

ホ
タ
テ
養
殖
の
減
少
が
見
ら
れ
、

特
に
福
島
県
海
域
で
は
利
用
者

が
激
減
し
た
。沿
岸
域
の
復
興
の

た
め
に
は
、災
害
、人
、自
然
、技

術
を
ト
ー
タ
ル
に
組
み
合
わ
せ
た

長
期
間
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。海
岸
保
全（
防

災
・
減
災
）と
環
境（
生
態
系
）保

全
、利
用（
親
水
活
動
・
漁
業
）と

い
う
三
つ
の
視
点
を
調
和
さ
せ
つ

つ
、沿
岸
域
の
持
続
的
発
展
に
貢

献
す
る
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
て
い
る
の
が
西
先
生
率
い
る

海
岸
環
境
工
学
研
究
室
で
あ
る
。

西
研
究
室
で
は
、わ
が
国
の
水
圏

に
関
す
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

多
岐
に
わ
た
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
、各
地
の
復
興
支
援
に

お
い
て
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
。

進
功
労
者（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

表
彰
お
よ
び
海
上
保
安
庁
長
官

表
彰
を
受
け
た
。「
こ
れ
ま
で
一
緒

に
研
究
活
動
に
従
事
し
た
研
究

者
や
学
生
、と
も
に
救
難
活
動
に

従
事
し
た
方
々
の
顔
が
浮
か
び
ま

す
」。今
後
の
抱
負
は「
沿
岸
域
の

環
境
保
全
と
海
岸
の
安
全
利
用

の
研
究
を
行
い
な
が
ら
、次
世
代

の
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
」。大

学
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
研

究
機
関
に
、若
い
研
究
者
の
ポ
ス

ト
が
増
え
る
こ
と
も
西
先
生
の

願
い
だ
。

　本
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
、西
先

生
は
指
宿
市
池
田
湖
で「
イ
ッ

シ
ー
を
探
そ
う
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
催
す
る
予
定
だ
と
い

う
。約
5
年
前
、学
内
外
の
研
究

者
ら
と
と
も
に
着
手
し
た
池
田

湖
の
底
質
調
査
の
再
開
だ
。「
イ
ッ

シ
ー
と
言
わ
れ
た
も
の
の
正
体
が

見
つ
か
り
そ
う
な
ん
で
す
」。技
術

の
進
化
が
、ま
た
一つ
の
謎
解
き
を

可
能
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。水

温
む
季
節
を
前
に「
日
本
は
海
に

囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、も
っ
と
海
の

こ
と
を
勉
強
し
て
楽
し
く
海
と
つ

き
あ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
、西

先
生
は
結
ん
だ
。
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に
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影
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で
、時
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過
に
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を
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容
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故
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ざ
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遠
浅
の
海
岸
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発
生
す
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沖

へ
の
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れ
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査
再
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を
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し
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に
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た
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撮

影
す
る
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で
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中
で
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が
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に
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。危

険
な
区
域
に
人
が
踏
み
入
れ
る

こ
と
な
く
定
量
的
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
の

普
及
は
、科
学
者
に
と
っ
て
大
き

な
福
音
だ
と
先
生
は
言
う
。「
ド

ロ
ー
ン
に
は
怪
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

抱
く
人
も
い
ま
す
が
、天
体
望
遠

鏡
や
顕
微
鏡
と
同
じ
よ
う
に
観

察
技
術
の一つ
で
す
」

　西
研
究
室
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な

地
形
や
気
象
条
件
下
に
お
け
る

ド
ロ
ー
ン
運
用
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
。災
害
支
援
や
環
境
調
査

の
ほ
か
運
用
技
術
の
教
育
・
啓
発

活
動
な
ど
、全
国
各
地
で
幅
広
い

局
面
に
お
い
て
技
術
を
提
供
し
て

い
る
。一
方
、ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性

を
生
か
し
、海
の
表
面
だ
け
で
は

な
く
海
中
・
海
底
を
撮
影
す
る
技

術
や
、赤
外
線
を
用
い
て
見
え
な

い
も
の
を
可
視
化
す
る
技
術
の
開

発
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、先
端
技

術
の
進
化
を
牽
引
し
て
い
る
。

　長
年
に
わ
た
り
、幅
広
い
社
会

貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
た
西
先
生

は
2
0
1
8
年
度
海
洋
立
国
推

　わ
が
国
の
沿
岸
域
は
、豊
か
な

魚
介
類
や
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ

て
い
る
一
方
、台
風
や
高
潮
、津
波

な
ど
自
然
災
害
も
つ
き
も
の
だ
。

東
日
本
大
震
災
を
例
に
と
る
と
、

海
岸
の
砂
浜
や
砂
丘
が
消
失
し
、

リ
ア
ス
式
湾
な
ど
海
底
環
境
が

変
化
し
た
。ま
た
貝
毒
の
多
発
と

ホ
タ
テ
養
殖
の
減
少
が
見
ら
れ
、

特
に
福
島
県
海
域
で
は
利
用
者

が
激
減
し
た
。沿
岸
域
の
復
興
の

た
め
に
は
、災
害
、人
、自
然
、技

術
を
ト
ー
タ
ル
に
組
み
合
わ
せ
た

長
期
間
に
わ
た
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。海
岸
保
全（
防

災
・
減
災
）と
環
境（
生
態
系
）保

全
、利
用（
親
水
活
動
・
漁
業
）と

い
う
三
つ
の
視
点
を
調
和
さ
せ
つ

つ
、沿
岸
域
の
持
続
的
発
展
に
貢

献
す
る
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

行
っ
て
い
る
の
が
西
先
生
率
い
る

海
岸
環
境
工
学
研
究
室
で
あ
る
。

西
研
究
室
で
は
、わ
が
国
の
水
圏

に
関
す
る
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た

多
岐
に
わ
た
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
、各
地
の
復
興
支
援
に

お
い
て
も
大
き
な
貢
献
を
果
た
し

て
い
る
。

進
功
労
者（
内
閣
総
理
大
臣
賞
）

表
彰
お
よ
び
海
上
保
安
庁
長
官

表
彰
を
受
け
た
。「
こ
れ
ま
で
一
緒

に
研
究
活
動
に
従
事
し
た
研
究

者
や
学
生
、と
も
に
救
難
活
動
に

従
事
し
た
方
々
の
顔
が
浮
か
び
ま

す
」。今
後
の
抱
負
は「
沿
岸
域
の

環
境
保
全
と
海
岸
の
安
全
利
用

の
研
究
を
行
い
な
が
ら
、次
世
代

の
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
」。大

学
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
の
研

究
機
関
に
、若
い
研
究
者
の
ポ
ス

ト
が
増
え
る
こ
と
も
西
先
生
の

願
い
だ
。

　本
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
、西
先

生
は
指
宿
市
池
田
湖
で「
イ
ッ

シ
ー
を
探
そ
う
」と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
催
す
る
予
定
だ
と
い

う
。約
5
年
前
、学
内
外
の
研
究

者
ら
と
と
も
に
着
手
し
た
池
田

湖
の
底
質
調
査
の
再
開
だ
。「
イ
ッ

シ
ー
と
言
わ
れ
た
も
の
の
正
体
が

見
つ
か
り
そ
う
な
ん
で
す
」。技
術

の
進
化
が
、ま
た
一つ
の
謎
解
き
を

可
能
に
す
る
か
も
し
れ
な
い
。水

温
む
季
節
を
前
に「
日
本
は
海
に

囲
ま
れ
て
い
る
の
で
、も
っ
と
海
の

こ
と
を
勉
強
し
て
楽
し
く
海
と
つ

き
あ
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
、西

先
生
は
結
ん
だ
。
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　調
査
・
研
究
に
あ
た
り
、西
先

生
は
G
P
S
や
3
D
レ
ー
ザ
ー
測

深
器
、赤
外
線
カ
メ
ラ
な
ど
時
代

の
先
端
技
術
を
い
ち
早
く
取
り

入
れ
て
き
た
。そ
し
て
2
0
1
1

年
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
。ド

ロ
ー
ン
の
登
場
は
、調
査
・
研
究
活

動
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
し

た
。ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
地
形

や
建
物
な
ど
の
写
真
は
、ソ
フ
ト

を
使
う
こ
と
で
、俯
瞰
し
た
か
の

よ
う
な
三
次
元
デ
ー
タ
の
作
成
を

実
現
。ま
た
、時
系
列
に
沿
っ
て
撮

影
す
る
こ
と
で
、時
間
経
過
に
よ

る
変
動
情
報
を
表
す
こ
と
も
容

易
に
な
っ
た
。

　ま
た
ド
ロ
ー
ン
は
、水
難
事
故

防
止
を
目
指
す
西
先
生
が
長
年

注
力
し
な
が
ら
も
、安
全
面
か
ら

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
離
岸

流（
遠
浅
の
海
岸
で
発
生
す
る
沖

へ
の
強
い
流
れ
）の
調
査
再
開
を

実
現
し
た
。例
え
ば
、海
に
色
の
つ

い
た
水
を
流
し
て
ド
ロ
ー
ン
で
撮

影
す
る
こ
と
で
、海
中
で
人
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
調
査
せ
ず

と
も
水
の
動
き
を
可
視
化
す
る

西隆一郎先生率いる海岸環境工学研究室は「海岸を護る、人を守る、環境を守る」を合言葉
に、海岸環境工学の教育・研究・社会貢献活動に長年携わっている。近年は、東日本大震災
の災害支援を通じて導入したドローン（Unmanned Aerial Vehicle /無人航空機）の高度
な運用技術を基に、活動の幅を広げ、海岸環境の調査・研究のほか災害支援やウミガメ保護
活動など、先端技術を活用した公益的な活動に積極的に取り組んでいる。

人をまもり、自然をまもり、美しい自然環境を次世代へ。
先端技術を活用した研究成果を惜しみなく地域社会へ還元
～2018年度海洋立国推進功労者（内閣総理大臣賞）表彰・海上保安庁長官表彰～
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本
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と
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た

長
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間
に
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る
ア
プ
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が
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的
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に
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的
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市
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探
そ
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ェ
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を
開
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る
予
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と
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外
の
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と
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の
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だ
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た
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の
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で
す
」。技
術

の
進
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た
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の
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解
き
を
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な
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ドローンで撮影した位置情報で再現したウミガメ（写真ドローンで撮影した位置情報で再現したウミガメ（写真ドローンで撮影した位置情報で再現したウミガメ（写真
ではありません）ではありません）ではありません）

鳥の目で俯瞰できるドローンは研鳥の目で俯瞰できるドローンは研
究に福音をもたらした究に福音をもたらした
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2018.10 ~ 2019.2かぎん未来創造プランコンテストで学生・大学院生が大賞等を受賞
第2回かぎん未来創造プランコンテストで、歯学部4年の尾林 莉咲さんが大賞の「未来創造プラン

大賞」を、理工学研究科1年の須藤 順平さんと同1年の松田 翔太さんのチームが次点の「グッドイノ
ベーション賞」を受賞しました。

かぎん未来創造プランコンテストは、独創性のあるビジネ
スプランを持つ学生や教職員を発掘することを目的として、
鹿児島銀行および九州経済研究所が主催するもの。優秀
なプランについては、事業化に向けた支援を行うことで、地
域活性化およびベンチャーマインドあふれる人材の育成を
目指します。選考基準はプランの新規性・独自性、実現可
能性・成長性、事業化へのパッションや表現力などで、第2
回となる今年度は29件の応募の中から、1次選考、2次選
考、最終選考を経て各賞が決定しました。

尾林さんは「利用者本位を目指す訪問歯科診療特化型
プラットフォームの提供」というプランで、須藤さん・松田さん
のチームは「ぽけっとろいど～スマートフォンで簡単！本格ロ
ボットプログラミング！～」というプランで、それぞれ受賞しま
した。皆さんの今後の活躍が期待されます。

エボラウイルス病に対する治療薬候補となる新規化合物を同定
〜米国Texas Biomedical Research Instituteのバイオセーフティーレベル４（BSL4） 実験施設を用いた国際共同研究の成果〜

難治ウイルス病態制御研究センターの馬場昌範教授と外山政明特任助教は、Robert A. Daveyボストン大学教授〔前Texas 
Biomedical Research Institute（TXBiomed）教授〕、櫻井康晃 長崎大学特任研究員（前TXBiomed研究員）、榊原紀和 徳島文理大
学講師らと、TXBiomedのバイオセーフティーレベル４（BSL4）実験施設を用いた国際共同研究により、エボラウイルスの感染を強く阻
害する新規化合物を同定することに成功しました。

本研究成果は、2018年11月3日に国際専門学術誌「Antiviral Research」のオンライン版に掲載されました。
エボラウイルス病（通称、エボラ出血熱）は、エボラウイルスが人に感染することで引き起こされる非常に致死率の高い感染症です

が、未だ認可された治療法はありません。2013年から2016年には西アフリカにおいて11,000人以上の死者を出し、現在もコンゴ民主
共和国においてアウトブレイクを起こしており、早急な治療薬の開発が切望されています。

馬場教授らは、エボラウイルス病患者において弱いながらも一定の治療効果が示唆された抗マラリア薬であるアモジアキンに着目
し、その抗エボラウイルス活性を増強するために、当時研究室に保有していた約70種類の誘導体を、以前より抗エボラウイルス薬に関
して共同研究を行っていたTXBiomedに送りました。TXBiomedではDavey教授と櫻井研究員が、それらのエボラウイルスに対する活
性を、同研究所のBSL4施設において、培養細胞に用いて検討したところ、アモジアキンよりも活性の高い複数の化合物を同定しまし
た。また、それらの化学構造を解析したとこ
ろ、特定の2か所の構造を変えることで、細
胞に対する毒性を増強させることなく、抗エ
ボラウイルス活性のみを増強出来ることを
明らかにしました。そこで、それら2か所の構
造を同時に変えた一連の化合物を榊原講
師が新たに合成したところ、より強力な抗
エボラウイルス活性を持つ化合物を複数
同定することに成功しました。

今後は、本研究において同定された化
合物の治療効果を動物実験によって検証
する予定であり、既に試験用薬剤の準備も
完了しています。動物実験によって効果が
確認されれば、既に本学とTXBiomedで国
際特許も共同出願済であることから、エボ
ラウイルス病に対する新規治療薬の開発
に繋がると期待されます。
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「米国から鹿児島、そしてアジアへ−
多極化時代の三極連携プログラム」キックオフシンポジウムを開催しました

グローバルセンターは、2018年12月5日、「米国から
鹿児島、そしてアジアへ－多極化時代の三極連携プロ
グラム　大学の世界展開力強化事業～COIL型教育
を活用した米国等との大学間交流形成支援～」キック
オフシンポジウムを開催いたしました。本プログラムは、
文部科学省「2018年度大学の世界展開力強化事業
～COIL型教育を活用した米国等との大学間交流形成
支援～」に採択された10事業のうちの１つです。2018
年度から2022年度まで文部科学省の支援を受け、オ
ンライン国際協働学習(COIL：Collaborative Online 
International Learning)を活用し、鹿児島をアジアの玄
関口として、米国7大学・アジア諸国8大学と三極連携
で、教育・学生交流を行うものです。

シンポジウム会場の稲盛会館キミ＆ケサメモリアル
ホールには、自治体関係者、一般市民、学生、教職員など約180名の参加者がありました。プログラムに加わる海外連携大学から8名
の招聘教員が参加し、シンポジウムでは全て英語を使用して、日本語の同時通訳を配するなど国際的な場となりました。

冒頭、前田芳實学長の挨拶の後、グローバルセンター中谷純江教授による本事業の概要説明に続き、「島嶼へき地医療コース」、
「環境建築デザインコース」、「食料生産コース」、「食の安全コース」、「日本文化論コース」、「食と健康コース」、「ナノバイオコース」、「臨
床獣医学コース」の8つのコースを担当する米国の大学、アジアの各大学、鹿児島大学の教員によるコース説明が行われました。最後
に本プログラムに参加する海外招聘教員7名をパネリストに迎え、COILを視野に入れた三極連携の双方向交流によって生まれる教育
的効果、並びに三極連携の扇の要「アジアの玄関口」として鹿児島大学に望むことについてディスカッションの場を設け、活発な意見
交換を行いました。

日本と海外をCOILで結ぶことによって、本学の学生と海外の学生が共に学ぶ機会を創出する目的の本プログラムに対し、参加者か
らも大きな期待が寄せられていることが、参加者アンケートの意見などからも感じられたシンポジウムになりました。

［寄稿］ 樟寿会便り
第16回目となる平成30年度鹿児島大学樟寿会総会・懇

親会が、平成30年11月17日に鹿児島市で開催され、45名
の会員が参加しました。

総会は、吉田浩己会長の挨拶に続いて、中村雅麿会員
（平成15年退職）を議長に選出して議事に移り、活動報告、
平成29年度会計報告が承認されました。この後、鹿児島県
工業倶楽部副会長の門 久義会員から、本会の社会貢献へ
の試みとして「地場企業の活力支援プロジェクト」についての
提案がありました。また今回の総会では、鮫島吉廣先生（鹿
児島大学客員教授）による特別講演「西郷どんと焼酎、そし
て造士館」がありました。

総会後の懇親会には、鹿児島大学から前田芳實学長、島
秀典理事（総務担当）、野澤知弘総務部長が来賓として出
席されました。来賓挨拶で前田学長は、「鹿児島大学の現状と将来展望」について、国立大学は厳しい財政状況に置かれているが、稲
盛和夫京セラ名誉会長の多大の支援などを有効に活用して、鹿児島大学の教育研究の質の向上に努めたいと話されました。

御年95歳で福岡県糸島市から参加された田代一男会員（平成元年退職）の乾杯のご発声で開宴した懇親会では、和やかな歓談
に花が咲き、鹿児島大学ブランド焼酎（8銘柄21本）が当たる「お楽しみ抽選会」などで大いに盛り上がり、会場は楽しい雰囲気に包ま
れました。最後は、鹿児島大学と樟寿会の益々の発展を祈念して、伊牟田經久会員（平成8年退職）による万歳三唱で盛会のうちに会
を閉じました。

なお、「鹿児島大学樟寿会メーリングリスト」が、鹿児島大学のご厚意で利用可能になりました。メールアドレスを開示していただいた
会員は、このメーリングリストへのアクセスができます。樟寿会では、会の情報の伝達や会員相互の交流などで活用していきたいと考え
ています。まだメールアドレスを開示していない会員も、ふるって樟寿会 竹田靖史幹事長（連絡先が不明な場合は、鹿児島大学総務部
総務課総務係 ssoum@kuas.kagoshima-u.ac.jp）までご連絡ください。
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南九州先端医療開発センター設置記者会見・キックオフシンポジウム開催
大学院医歯学総合研究科に「南九州先端医療開発センター」を新設し、1月15日、設置会見およびキックオフシンポジウムを開催し

ました。
南九州先端医療開発センターは、本学の基礎研究で創出される創薬・医療機器・再生医療製品等のシーズを、実用化（産業化）ま

で切れ目なく研究開発することを目的とし、2018年度に医歯学総合研究科内に新設したものです。創薬に代表される先端医療開発・
実用化の研究は、学術的に高い意義があるだけでなく、地域にバイオ創薬の企業・産業を創出することができれば、極めて大きな社会
貢献にも繋がるという高い将来性・可能性を持っています。

会見では、前田 芳實学長が「医療分野の研究開発においては、一貫したマネジメントや専門知見に基づく研究支援など高度の専
門性が要求されます。本センターの設置が、本学の地域貢献活動をより一層推進していく契機となることをお約束します。」と挨拶を述
べました。次いで、佐野 輝医歯学総合研究科長の挨拶、小戝 健一郎南九州先端医療開発センター長によるセンター概要の説明が
行われ、「当研究科では、これまでもトップレベルの研究がなされてきましたが、その成果を社会に還元する仕組みが十分整備されてい
ない現状がありました。今後は本センターが中心となり、学内・学外の機関との連携・協力により、創薬及び医療機器のシーズの効率
的な実用化を目指します」と、発表しました。

会見後は、医学部鶴陵会館ウィリアム・ウィリスホール
にてキックオフシンポジウムを開催しました。第一部で
は、日本の革新医療の橋渡し・臨床研究を牽引されてい
る、国立研究開発法人日本医療研究開発機構の井本 
昌克先生、九州大学病院の中西 洋一先生、京都大学
医学部附属病院の清水 章先生ら3名の先生による講演
が行われました。第二部では、本学から2名の教員が登
壇し、小戝センター長が本センターの概要と研究推進プ
ロジェクトについて、井戸 章雄臨床研究管理センター長
が同センターの取り組みについて講演しました。参加し
た学内外の関係者や教職員は、医歯学総合研究科の
有望な研究シーズの可能性と大学病院での臨床研究
の支援体制を理解し、さらに今回の新センター設置によ
る研究の推進加速と社会貢献・地域貢献への大きな可
能性に期待を寄せつつ、シンポジウムは終了しました。

「天の川銀河研究センター」設置記者会見および記念講演会を開催しました
大学院理工学研究科附属組織として「天

の川銀河研究センター」を１月１日に発足さ
せました。これを受けて、1月12日、記者会見
および記念講演会を開催しました。

天の川銀河研究センターは、太陽系があ
る「天の川銀河」を集中的に研究する世界
的水準の学術研究拠点として設置され、理
工学系の研究者を中心に、医歯学系などを
含む研究者15名で構成されます。記者会見
では、半田 利弘天の川銀河研究センター長

（理工学研究科教授）が、「これまで本学で
個々に取り組んでいた研究を組織化して国
内外に発信することで、研究の活性化をは
かりたい」とセンター設置の経緯や目的等
を説明しました。

その後、前田 芳實学長、本間 俊雄理工
学研究科長、岡村 浩昭理学部副学部長、
半田 利弘センター長らが銘板除幕を行い、新しいセンターの設置を祝いました。

会見後は、稲盛会館にて一般市民を対象とした記念講演会を開催しました。国立天文台の本間 希樹教授と半田 利弘センター長
による講演が行われ、小学生や高校生を含む参加者が熱心に耳を傾けていました。講演後は、会場から多数の質問が寄せられるな
ど、宇宙や天文に対する参加者の関心の高さを伺わせる講演会となりました。
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鹿児島大学トップセミナーを開催
2月14日、東京大学大学院数理科学研究科特任教授で、Arithmer（アリスマー）株式会社代表

取締役社長兼CEOの大田佳宏氏を講師に招いて、「AI Smart Robot Network」と題したトップセ
ミナーを開催しました。

少子高齢化・地域格差・貧富の差などの課題を解決し、一人ひとりが快適に暮らせる社会の実
現（Society 5.0）のためには、AIやIoTなどの最新テクノロジーの活用が重要となります。講演では
大田氏から、次世代OCR処理、静止画像・動画からの物体識別、言語処理、統合データベース、
高機能ロボット、人体の画像採寸、義歯の画像解析など向けに独自開発したAIシステムによる事
業展開と、最先端の現代数学でAIの可能性を切り開いていることについて話がありました。

講演終了後の質疑応答も活発に行われ、参加者した教職員にとって極めて有意義なセミナーとなりました。

大学院連合農学研究科が設立30周年記念行事を開催
2018年11月30日、稲盛会館キミ＆ケサメモリアルホールにて、大学院連合農

学研究科設立30周年記念式典および記念講演会を盛大に開催し、国内外か
ら約180名が参加しました。

大学院連合農学研究科は、1988（昭和63）年、佐賀大学・宮崎大学・鹿児島
大学が連合して設置した独立博士課程大学院です。その後、琉球大学の参加と
宮崎大学の離脱を経て、昨年、設立30周年を迎えました。現在は佐賀大学・琉
球大学・鹿児島大学の3大学が、九州・沖縄を中心とした自然環境の保全や生
物資源の持続的な利用を目指し、幅広い教育と研究を行っています。また留学
生の受け入れも積極的に行っており、豊かな国際性も特徴となっています。

記念式典は、前田芳實鹿児島大学学長による式辞の後、籾井和朗鹿児島大
学連合農学研究科長がこれまでの経過を報告しました。続いて構成大学を代
表し、宮﨑耕治佐賀大学長代理の後藤昌昭理事、大城肇琉球大学学長、および小幡泰弘文部科学省高等教育局専門教育課長代
理の飯塚智久教育振興係長が、30周年を迎えた当研究科への祝意を表明するとともに、将来、学生が農林水産学分野のトップラン
ナーになることや、農林水産業の指導者として活躍することへの期待を述べました。

式典後の記念講演会では、当研究科で学位を取得し、世界各国の第一線で活躍する方々にご講演いただきました。お話しいただ
いたのは、インドネシアで最も権威ある大学の一つであるボゴール農科大学にて学長を務めるArif Satria学長、スリランカで最も権威
ある大学の一つであるスリジャヤワルダナプラ大学のSampath Amaratunge総長、スマトラ・ウタラ大学のMohammad Basyuni准教
授、中国科学院植物研究所の王亮生教授の4人の先生方です。連大に対するそれぞれの思いと将来の展望について述べられました。
また、元鹿児島大学連合農学研究科長で鹿児島大学名誉教授の杉元康志九州栄養福祉大学教授は、連大の歴史と今後の期待に
ついて述べられました。参加者は、農林水産業の分野で世界的に活躍する登壇者たちの講話に、熱心に耳を傾けていました。

講演会終了後は、鹿児島サンロイヤルホテル（鹿児島市）にて祝賀会が開かれました。平成の時代とともに歩んできた同研究科が、
これからも、日本はもとより国際社会で先導的に活躍できる人材を輩出すること、また、来る50周年に向けてますます発展していくことを
祈念し、記念行事は終了しました。

2018.10 ~ 2019.2

教育学部附属小学校　「ソニー子ども科学教育プログラム」最優秀校受賞
教育学部附属小学校は、公益財団法人ソニー教育財団の2018年度「ソニー

子ども科学教育プログラム」において、応募総数172校の小・中学校の中から最
優秀校2校のうちの1校に選定されました。1月19日、東京都港区のソニー株式会
社本社にて贈呈式が開催され、担当教諭らが出席しました。

このプログラムは、「日本の発展には子どもたちの科学教育こそ重要」と唱えた
ソニー創業者の井深大氏が1959年に始めた教育支援活動で、全国の小学校・
中学校・幼稚園・保育所・認定こども園から教育実践論文を募集し、特に優れた
取り組みに対して表彰を行っているものです。

教育学部附属小学校の受賞プログラムでは、感性、創造性、主体性に基づく
生き生きとした子どもの姿に迫るため、「自然に浸り、もっと夢中になる学び」とい
うテーマの下に、【教科プロジェクト】、【連携プロジェクト】、【環境プロジェクト】と
いう3つのプロジェクトを立ち上げました。そして、表出した子どもの姿から取組の成果と課題を分析し、次年度は、『鹿児島の自然に親
しみ、学びの価値を実感する鹿大附小プラン2019』を構想しています。
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尾
林
さ
ん
が
発
表
し
た
の
は
、

訪
問
歯
科
診
療
を
希
望
す
る
患

者
側
が
、
自
身
の
体
調
に
合
わ
せ

て
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
歯
科
医
院
を
検
索
で
き
る
シ

ス
テ
ム
構
築
の
プ
ラ
ン
で
す
。「
お

口
の
ケ
ア
が
全
身
の
健
康
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
最
近
の

研
究
で
も
明
ら
か
で
す
。
寝
た
き

り
の
患
者
さ
ん
の
Q
O
L
（
生

活
の
質
）
を
上
げ
る
た
め
に
も
訪

問
歯
科
診
療
の
認
知
度
を
上
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
」

訪
問
歯
科
診
療
の
普
及
は
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で

す
が
、
ク
リ
ア
す
る
べ
き
問
題
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の一つ
は

患
者
の
全
身
疾
患
への
対
応
。「
寝

た
き
り
の
患
者
さ
ん
は
糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
歯
科
医
に
は
専
門
的

知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
」。

持
参
し
た
道
具
だ
け
で
治
療
に
当

た
る
訪
問
診
療
は
「
撃
た
れ
る
こ

と
の
な
い
野
戦
病
院
み
た
い
な
も

の
」。
尾
林
さ
ん
は
往
診
に
同
行

し
た
体
験
を
も
と
に
語
り
ま
す
。

「
プ
ラ
ン
作
成
に
あ
た
っ
て
は
杉

浦
教
授
、
濵
田
先
生
（
鹿
児
島

大
学
口
腔
外
科
）、
訪
問
診
療
に

携
わ
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
有
馬
院
長
（
あ
お
ぞ
ら
歯
科
）

を
は
じ
め
多
く
の
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
受
賞
は
周
り
の

方
々
の
お
陰
で
す
」。
そ
の
熱
い
ま

な
ざ
し
は
、
プ
ラ
ン
の
実
現
と
い

う
次
の
目
標
へ
注
が
れ
て
い
ま
す
。

尾お

林ば
や
し

莉り

さ咲
さ
ん

︵
歯
学
部
歯
学
科
4
年
生
︶

歯学部生としての経験と意欲から生まれた課題解決型プランを提案
～勇気を振り絞って挑んだチャレンジでつかんだこと～

「本当の失敗は、チャレンジしないことだ」
子どもの時に住んでいたアメリカで感じた疎外感も、大学受験での度重なる失敗も、私の中で大きな挫
折感になっていました。自信をつけたくてコンテストにチャレンジしようと思ったのですが、ダメだったら本
当に自信を失ってしまうのではないかと怖かった。その時、どこで見ただれの言葉かはわからないけど、ふ
とこの言葉が浮かんできたんです。最初の書類審査に通った連絡があった時は、もう達成感を半分以上
味わった感じがして泣きました。恐怖心を乗り越えて企画書を提出したことが、私にとって一番のチャレン
ジでした。

第
2
回
か
ぎ
ん
未
来
創
造
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で﹁
未
来
創
造
プ
ラ
ン
大
賞
﹂受
賞

﹁
利
用
者
本
位
を
目
指
す
訪
問
歯
科
診
療
特
化
型
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
の
提
供
﹂
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鹿児島大学は、地域活性化の中核的拠点として、学生のグローバル教育の推進や地域に貢献する人材の育成など
教育研究支援の強化に取り組むため、鹿大「進取の精神」支援基金を創設し、寄附のご協力をお願いしております。
つきましては、本基金の趣旨にご賛同いただき、皆様のご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
なお、本学への寄附につきましては、所得税法、法人税法上の優遇措置の対象となります。

鹿大「進取の精神」支援基金へのご寄附のお願い

鹿児島大学総務課基金・渉外係　TEL：099-285-3101　FAX：099-285-7034
E-mail： s-kikin@kuas.kagoshima-u.ac.jp
基金ホームページ： https://www.kagoshima-u.ac.jp/kifukin/

お問い合わせ先

◆
個
人

【
二
千
万
円
】

稲
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　和
夫

【
五
十
万
円
】

安
楽

　憲
彦

【
二
十
一
万
円
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堤

　
　
　悟

【
十
三
万
円
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平
井

　一
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【
十
万
円
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　淳
一

高
津
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一

遠
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宮
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円
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前
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前
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五
万
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倉
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梨
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松
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四
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円
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三
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後
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　哲
哉

井
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雅

南

　
　弘
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八
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於
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彦

松
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　裕
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曽
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　和
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竹
岡
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大
石

　英
史
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田
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玉
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島
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　俊
光

光
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　俊
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永
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小
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資

岡
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加
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司
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典
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【
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千
円
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毎
床
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志

【
二
千
円
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赤
崎

　安
昭

【
ご
芳
名
の
み
掲
載

希
望
の
寄
附
者
様
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古
道

　伸
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中
村

　智
子

西
中
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根
路
銘

　安
仁

上
谷
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三
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並
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高
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澤
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弘
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史

堤

　
　由
美
子

原
田

　
　隆

中
尾

　優
子

有
馬

　一
成

古
川

　加
代
子

比
地
岡

　浩
志

仙
波

　伊
知
郎

西
谷

　佳
浩

鴨
田

　
　保

三
好

　和
睦

松
尾

　美
樹

松
本

　祐
子

田
松

　裕
一

田
口

　則
宏

米
増

　直
美

家
村

　和
千
代

石
塚

　賢
治
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樹

和
田

　克
彦

佐
藤
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則

平
野

　謙
一
郎

内
野

　譲
二

小
原

　恭
子

久
保

　博
巳

中
島

　健
一

塗
木

　淳
夫

山
口

　さ
お
り

遠
藤

　泰
之

齋
田

　倫
範

坂
野

　純
子

有
上

　貴
明

山
﨑

　要
一

大
脇

　哲
洋

盛

　
　真
一
郎

牧
迫

　飛
雄
馬

杉
浦

　
　剛

瀬
戸
口

　浩

田
平

　隆
行

星
野

　一
昭

平
佐
田

　静
子

　

高
山

　慶
子

門
田

　充
夫

木
村

　と
も
子

政
岡

　
　守

大
森

　麻
佐
彰

平
塚

　
　新

上
甲

　豊
和

矢
長

　幸
治

渡
邉

　美
香

柴
田

　健
二

嶋
田

　富
士
子

深
田

　秀
信

斉
藤

　
　弘

檀
上

　隆
昭

西
川

　
　勝

竹
本

　光
希

権
藤

　友
継

稲
光

　武
士

西
牟
田

　な
つ
み

児
島

　正
明

小
林

　義
孝

阿
部

　悦
雄

赤
峰

　信
義

田
山

　栄
基

東

　
　樹
志

西
村

　幸
治

飯
干

　
　明

土
橋

　
　寿

山
田

　和
洋

【
掲
載
を
希
望

さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

三
百
二
名

◆
団
体
等

【
一
千
万
円
】

一
般
財
団
法
人
岩
崎
育
英
文
化
財
団

【
三
百
万
円
】

鹿
児
島
大
学
農
学
部
あ
ら
た
同
窓
会

鹿
児
島
大
学
歯
学
部
同
窓
会

【
百
二
十
万
円
】

鹿
児
島
大
学
理
学
部
同
窓
会

【
百
万
円
】

株
式
会
社
M
i
s
u
m
i

鹿
児
島
大
学
共
同
獣
医
学
部
紫
友
同
窓
会

【
八
十
万
円
】

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
同
窓
会

【
五
十
万
円
】

鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

鹿
児
島
ビ
ル
不
動
産
株
式
会
社

公
益
財
団
法
人
長
島
文
化
財
団

株
式
会
社
ユ
ピ
テ
ル

【
二
十
万
円
】

ソ
フ
ト
マ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
歯
科
医
師
会

鹿
児
島
大
学
同
窓
会
連
合
会

鹿
児
島
大
学
Ｏ
Ｂ
ゴ
ル
フ
大
会

株
式
会
社
南
日
本
総
合
サ
ー
ビ
ス

坂
元
醸
造
株
式
会
社

鹿
児
島
信
用
金
庫

【
十
万
円
】

大
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

株
式
会
社
ナ
カ
ム
ラ

り
ん
か
い
日
産
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
鹿
児
島
放
送

株
式
会
社
東
条
設
計

イ
ン
フ
ラ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
鹿
児
島
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
フ
ワ
ン

鹿
児
島
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

【
一
万
円
】

特
定
非
営
利
活
動
法
人

南
日
本
口
腔
機
能
支
援
研
究
会

【
団
体
等
名
の
み
掲
載
希
望
の
寄
附
者
様
】

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

株
式
会
社
九
電
工
鹿
児
島
支
店

株
式
会
社
南
日
本
放
送

カ
ク
イ
株
式
会
社

公
益
財
団
法
人
米
盛
誠
心
育
成
会

株
式
会
社
山
形
屋

株
式
会
社
し
ん
ぷ
く

株
式
会
社
エ
ル
ム

株
式
会
社
寿
福
産
業

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

鎌
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
鹿
児
島

有
村
商
事
株
式
会
社

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
鹿
児
島
株
式
会
社

株
式
会
社
南
給

株
式
会
社
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

株
式
会
社
九
州
タ
ブ
チ

中
川
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
ブ
ン
カ
巧
芸
社

株
式
会
社
南
日
本
銀
行

株
式
会
社
西
原
商
会

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
一
団
体

◆
古
本
募
金

小
林

　桂
一
郎

　

芝
原

　康
之

　

菅
野

　浩
二

　

林
田

　絹
子

田
代

　明
美

邊
母
木

　壽

【
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
寄
附
者
様
】

十
七
名

鹿大「進取の精神」支援基金への寄附者様ご芳名一覧
鹿大｢進取の精神｣支援基金へのご協力を賜りました皆様に心よりお礼申し上げます。お受けいたしました寄附金は、基金の目的に沿って有意義に活用させていただきます。
ご寄附いただきました皆様方への感謝の意を込めまして、ご芳名等を掲載させていただきます。
なお、ご意向により、ご芳名等の掲載をご希望されない寄附者様につきましては、本誌に掲載いたしておりません。
今後とも、鹿児島大学へのご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

平成31年3月　国立大学法人鹿児島大学　学長　前田 芳實

【平成30年2月から平成31年1月31日までの寄附者様】 （順不同・敬称略）
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尾
林
さ
ん
が
発
表
し
た
の
は
、

訪
問
歯
科
診
療
を
希
望
す
る
患

者
側
が
、
自
身
の
体
調
に
合
わ
せ

て
適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
の
で

き
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歯
科
医
院
を
検
索
で
き
る
シ

ス
テ
ム
構
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の
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ン
で
す
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大
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影
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と
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近
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す
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訪
問
歯
科
診
療
の
普
及
は
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で

す
が
、
ク
リ
ア
す
る
べ
き
問
題
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の一つ
は

患
者
の
全
身
疾
患
への
対
応
。「
寝

た
き
り
の
患
者
さ
ん
は
糖
尿
病
や

高
血
圧
な
ど
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
歯
科
医
に
は
専
門
的

知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
」。

持
参
し
た
道
具
だ
け
で
治
療
に
当

た
る
訪
問
診
療
は
「
撃
た
れ
る
こ

と
の
な
い
野
戦
病
院
み
た
い
な
も

の
」。
尾
林
さ
ん
は
往
診
に
同
行

し
た
体
験
を
も
と
に
語
り
ま
す
。

「
プ
ラ
ン
作
成
に
あ
た
っ
て
は
杉

浦
教
授
、
濵
田
先
生
（
鹿
児
島

大
学
口
腔
外
科
）、
訪
問
診
療
に

携
わ
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
有
馬
院
長
（
あ
お
ぞ
ら
歯
科
）

を
は
じ
め
多
く
の
方
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
受
賞
は
周
り
の

方
々
の
お
陰
で
す
」。
そ
の
熱
い
ま

な
ざ
し
は
、
プ
ラ
ン
の
実
現
と
い

う
次
の
目
標
へ
注
が
れ
て
い
ま
す
。

尾お

林ば
や
し

莉り

さ咲
さ
ん

︵
歯
学
部
歯
学
科
4
年
生
︶

歯学部生としての経験と意欲から生まれた課題解決型プランを提案
～勇気を振り絞って挑んだチャレンジでつかんだこと～

「本当の失敗は、チャレンジしないことだ」
子どもの時に住んでいたアメリカで感じた疎外感も、大学受験での度重なる失敗も、私の中で大きな挫
折感になっていました。自信をつけたくてコンテストにチャレンジしようと思ったのですが、ダメだったら本
当に自信を失ってしまうのではないかと怖かった。その時、どこで見ただれの言葉かはわからないけど、ふ
とこの言葉が浮かんできたんです。最初の書類審査に通った連絡があった時は、もう達成感を半分以上
味わった感じがして泣きました。恐怖心を乗り越えて企画書を提出したことが、私にとって一番のチャレン
ジでした。

第
2
回
か
ぎ
ん
未
来
創
造
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で﹁
未
来
創
造
プ
ラ
ン
大
賞
﹂受
賞

﹁
利
用
者
本
位
を
目
指
す
訪
問
歯
科
診
療
特
化
型
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム
の
提
供
﹂

19 2019 Spring  No.210



鹿大キャンパ
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が行く！
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2019年３月発行

　今号の表紙は、学長室に飾られている鹿児島県土を描いた絵画がベースとなっ
ています。
　鹿児島大学は、「南北600km　これが私たちのキャンパスです」をキャッチフレー
ズとして、広大なフィールドを最大限活用した地域貢献出来る大学を目指していま
す。そのスタンスを具現化するため、前田学長の依頼を受け、教育学部桶田教授が
制作しました。縦1,090×横3,790mmのサイズの大きさで、一瞬衛星写真ではな
いかと見紛う緻密なタッチ、そして、絵の具の盛り上がりによる陸地の起伏が再現さ
れるなど、壮大な中にも繊細さが垣間見られます。

KADAI  KADAI  JOURNAL

鹿大広報

特 集

「
オ
ー
ル
鹿
大
」体
制
で
駆
け
た
６
年
間

〜
前
田
芳
實
学
長
体
制
の
鹿
大
を
振
り
返
る
〜潜入ルポ ～学びの部屋～

こころとからだの不思議を探る
脳科学へのいざない
大学院医歯学総合研究科 先進治療科学専攻
桑木 共之 教授／柏谷 英樹 講師／楠本 郁恵 助教／山下 哲 助教

06

鹿大トピックス

かぎん未来創造プランコンテストで
学生・大学院生が大賞等を受賞 ほか

14

進め！ 鹿大生

歯学部生としての経験と意欲から
生まれた課題解決型プランを提案
歯学部歯学科４年生　尾林 莉咲 さん

19

さっつんが行く！
総合研究博物館標本収蔵庫

先輩からのメッセージ

OG: 錦江町 副町長
三反田 みどり さん

08

研究室からSCHOLAR INTERVIEW

ドイツにおけるブッククラブの軌跡と功罪について解明
法文学部人文学科 多元地域文化コース　竹岡 健一 教授

人をまもり、自然をまもり、美しい自然環境を次世代へ
水産学部水産学科 水産生物・海洋学分野　西 隆一郎 教授

10
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今号の表紙 「鹿児島県鳥瞰図」 

鹿児島大学総合研究博物館

標本収蔵庫
　本学における諸分野の研究活動を
通じて集められた学術資料を収集・整
理・保管し、教育・研究に活用すること
を目的として2001年に設置されました。
　全国の国立大学法人の中でも有数
となる約50万点の学術標本が収蔵さ
れ、その内訳は魚類15万点、植物15万
点のほか考古学、地質学に関する標本
まで多岐にわたっています。
　学内はもとより国内外の諸研究機関
への収蔵品貸し出しを積極的に行って
いるのも本博物館の特筆すべき特徴。
全世界の大学博物館の実績をしのぐ
年間5000点もの標本・資料が国内外
の教育・研究活動に貢献し、本学所蔵
の標本を活用して上梓される論文は年
間100本に上ります。
　年々増加する学術標本に対して手狭
な収蔵スペースの拡充が、目下の課題
となっています。


